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ごあいさつ

ごあいさつ

お取引先と協調の輪を広げ
食品ロス削減へ

環境宣言『GREEN CHALLENGE 2050』進捗報告

2
持 続 可 能 な 社 会

050年へ向け、私たちの挑戦は加速していきます。

セブン&アイグループのサステナビリティ

身近な「不」を解決する持続可能なビジネスの創造
ー ビジネスプランコンテスト 「SMiLE2022」 ー

NEWS ＆ TOPICS

パートナー企業とともに

デニーズ
大豆ミートハンバーグ
大塚食品株式会社×スターゼン株式会社×セブン＆アイ・フードシステムズ

こだわりの産地を訪ねて

九州有明海産焼海苔使用 手巻おにぎり セブン - イレブン    

2023年2月期 第3四半期 決算概況

C O V E R  S T O R Y
セブン&アイHLDGS.は多様なステークホルダーの方々との対話を通じて策定した

「7つの重点課題」を実践しています。今号のテーマは、重点課題3「地球環境に配
慮し、脱炭素・循環経済・自然と共生する社会を実現する」です。

●取り組み例として、気候変動対策のソーラーパネルや資源の有効活用につなが
るペットボトル回収機の設置などを行っています。また、セブン＆アイグループの売
上の約6割※は食品のため、食品ロス・食品リサイクル対策にも力を入れています。
表紙のイラストは、対策の一環である「フードドライブ」活動のために、親子が店
頭に設置された回収ボックスを訪れた様子を描いたものです。
※対象は、食品関連事業会社6社 （セブン‐イレブン・ジャパン、イトーヨーカ堂、ヨークベニマル、

ヨーク、シェルガーデン、セブン＆アイ・フードシステムズ）

●イラストを手掛けた佳矢乃さんも、食品を食べ切れなかったり、いただきものを
余らせてしまったりした経験があるとのこと。「食品をムダにしないためにも喜んで
持っていきます。それこそが“良い循環”だと思いますので、フードドライブを実施
する場所が増えるといいですね」と語ってくださいました。

●セブン＆アイグループと関係各社は、食品ロス削減を目指し、フードサプライ
チェーン（原材料の調達、製造、在庫管理、配送、販売、消費までの一連の流れ）
を改善するべく、販売情報や在庫情報などを共有する「サプライチェーンプラット
フォーム（SCPF）」を始動しました。SCPFの詳しい取り組みについては特集の対
談記事をご覧ください。

佳矢乃さんのWEBサイト : https://kayano38.com/

株主通信
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当冊子はWEBにも掲載
し て お り ま す 。 ぜ ひ 
併せてご覧ください。

https://www.7andi.com/
group/quarterly/

セブン&アイHLDGS.の
7つの重点課題
詳しくはこちら

　

長
期
化
す
る
国
際
情
勢
や
終
息
の
兆
し
を
な
お
見
せ
な
い
世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
背
景
に
、 

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
分
断
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
材
料
価
格
の
高
騰
な
ど
、私
た
ち
を
取
り
巻
く
経
済

環
境
は
複
雑
か
つ
急
激
に
変
化
し
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
不
確
実
性
が
高
ま
る
時い

ま代
、
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル

ー
プ
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
挑
戦
を
重
ね
進
化
さ
せ
て
き
た
個
社
ご
と
の
強
み
を
も
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
シ

ナ
ジ
ー
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
深
化
さ
せ
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
本
格
的
に
始
動
し
て
い
ま
す
。具
体
的

に
は
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
や
プ
ロ
セ
ス
セ
ン
タ
ー
、そ
し
て
ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー
の
大
型
セ
ン
タ
ー
な
ど
グ

ル
ー
プ
共
通
イ
ン
フ
ラ
を
稼
働
し
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
共
通
の
会
員
基
盤
「
７
i
Ｄ
」
で

は
、セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
と
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
の
各
ア
プ
リ
間
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
利
用
も
ス
タ
ー
ト
し
て

い
き
ま
す
。

　

当
社
グ
ル
ー
プ
の
シ
ナ
ジ
ー
に
先
鞭
を
つ
け
た
グ
ル
ー
プ
共
通
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
商
品「
セ
ブ

ン
プ
レ
ミ
ア
ム
」は
、
昨
年
販
売
15
周
年
を
迎
え
る
中
、
新
規
商
品
の
開
発
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
今
一
度

原
点
に
立
ち
返
っ
て
１
品
目
ご
と
に
商
品
の
価
値
を
徹
底
的
に
磨
く
こ
と
で
、
そ
の
進
化
を
図
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
結
果
、
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
の
価
格
が
上
昇
す
る
中
、
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
は
品
質
と
価
格
の
両
面

で
ご
支
持
を
い
た
だ
き
、
こ
の
下
期
よ
り
前
年
の
販
売
を
上
回
る
好
調
な
推
移
に
転
じ
て
い
ま
す
。

　

お
客
様
ニ
ー
ズ
を
見
て
み
ま
す
と
、「
タ
イ
パ
（
タ
イ
ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
＝
時
間
対
効
果
）」
が
22
年
の
新

語
大
賞
に
も
な
っ
た
よ
う
に
、
個
々
の
価
値
観
に
応
じ
た
質
の
高
い
生
活
時
間
へ
の
ご
要
望
が
強
ま
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
点
で
も
、
当
社
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
、
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
の
お
届
け
サ
ー
ビ
ス
「
７
Ｎ
Ｏ
Ｗ
」

の
取
り
組
み
は
順
調
に
進
行
し
て
お
り
、
23
年
度
中
に
は
1
万
2
0
0
0
店
舗
へ
の
拡
大
を
視
野
に
入
れ
て

い
ま
す
。

　

個
社
ご
と
の
「
進
化
」
と
グ
ル
ー
プ
シ
ナ
ジ
ー
の
「
深
化
」
を
通
じ
て
、
グ
ル
ー
プ
の
「
真
価
」
を 

発
揮
す
る
。
最
適
解
を
追
求
し
続
け
る
当
社
グ
ル
ー
プ
の
挑
戦
に
、
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

複
雑
か
つ
急
激
に
変
化
し
続
け
る
時い

ま代

最
適
解
の
追
求
に
向
け
た
グ
ル
ー
プ
シ
ナ
ジ
ー
の
深
化
へ

セブン＆アイＨＬＤＧＳ．
代表取締役社長

井阪 隆一
1



出典：農林水産省 日本の食品ロスの状況（令和2年度）

　

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
の
環
境
宣
言『GREEN

 CH
A

LLEN
GE 2050

』

の
４
つ
の
テ
ー
マ
の
一
つ「
食
品
ロ
ス
・
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
」。

　

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
は
今
、
そ
の
目
標
達
成
に
向
け
て
、
納
品
期
限
の

緩
和
、
賞
味
期
限
の
年
月
表
示
の
導
入
な
ど
、
従
来
の
商
慣
習
を
見
直
す
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
２
０
２
２
年
に
は
、
お
取
引
先
と
販
売
情
報
や
在
庫

情
報
な
ど
を
共
有
す
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム（
Ｓ
Ｃ
Ｐ

Ｆ
）の
第
一
ス
テ
ッ
プ
を
始
動
。
お
取
引
先
の
売
れ
行
き
予
測
の
精
度
向
上
や

生
産
計
画
の
最
適
化
な
ど
に
お
役
立
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。今
号
で
は
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
抱
え
る
食
品
ロ
ス
の
課
題
に
つ
い
て
お
取
引
先
と
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

特 

集
お
取
引
先
と

協
調
の
輪
を
広
げ

食
品
ロ
ス
削
減
へ

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
中
に
潜
む
「
負
」
を
追
放
す
る

日
本
に
お
け
る
食
品
ロ
ス
の
現
状

コカ・コーラ ボトラーズジャパン株式会社コカ・コーラ ボトラーズジャパン株式会社
営営業本部業本部
チェーンストアチェーンストア企画部 部長企画部 部長

西村 大作西村 大作様様

カルビー株式会社
営業企画本部 流通戦略部 部長

本田 健様

株式会社セブン＆アイ・ホールディングス
常務執行役員
グループ商品戦略本部長

石橋 誠一郎

一般家庭

食品
製造業

食品
小売業

日本の
「食品ロス量」

国民一人あたりの食品ロス量

1日 約113g
約41kg

522万トン年間

食品
卸売業

外食産業
茶碗約1杯の
ご飯量と同等

年間1人あたりの
お米の消費量
約53kgと同等

年間

　
食
品
ロ
ス
の
削
減
は
、「
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
の
一
つ
で
あ
り
、２
０
３
０
年
ま
で
に
小
売
・
消
費
レ
ベ
ル
に
お
け

る
世
界
全
体
の
一
人
あ
た
り
の
食
料
の
廃
棄
量
を
半
減
さ
せ
る
こ
と
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
食
品
ロ
ス
量
推
計
値（
令
和
2
年
度
）は
、
食
品
関
連
事
業
者

か
ら
発
生
す
る
事
業
系
食
品
ロ
ス
量
と
、一
般
家
庭
か
ら
発
生
す
る
家
庭

系
食
品
ロ
ス
量
を
合
わ
せ
て
、
年
間
５
２
２
万
ト
ン
。
推
計
を
開
始
し
た

平
成
24
年
度
以
降
最
少
と
な
り
ま
し
た
が
、製
造
・
卸
・
小
売
の
食
品
関

連
事
業
者
は
も
ち
ろ
ん
、
消
費
者
や
地
方
公
共
団
体
、
関
係
省
庁
な
ど

日
本
全
体
が
一
丸
と
な
り
、
よ
り
い
っ
そ
う
の
食
品
ロ
ス
削
減
の
取
り
組

み
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

23



店舗 お客様

製造日から
賞味期限までの期間の

1/3 の期間
1/3 の期間 1/3 の期間

2カ月 2カ月 2カ月

メーカー

1/3
ルール

製造日から
賞味期限までの期間の

1/2 の期間
1/3 の期間 1/6 の期間

3カ月 2カ月 1カ月

1/2

納
品
期
限

販
売
期
限

賞
味
期
限

製
造
日

納
品
期
限

販
売
期
限

賞
味
期
限

製
造
日

お取引先と協調の輪を広げ食品ロス削減へ特集

分
的
な
も
の
に
と
ど
ま
り
、
本
来
期
待
さ
れ
る
成
果
に
は

つ
な
が
ら
な
い
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

石
橋
　
納
品
に
対
す
る
二
つ
の
考
え
方
が
併
存
す
る
こ
と

に
よ
る
弊
害
、
と
い
う
の
は
重
要
な
ご
指
摘
で
す
ね
。
地

域
の
小
規
模
な
卸
店
で
は
、
販
売
量
が
限
ら
れ
て
い
る
な

ど
の
理
由
で
３
分
の
１
ル
ー
ル
で
も
そ
れ
ほ
ど
ロ
ス
が
大

き
く
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
ど
も
は
全

国
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
リ
テ
ー
ラ
ー
と
し
て
の
使
命

感
を
持
っ
て
、
商
慣
習
を
変
え
る
こ
と
で
食
品
ロ
ス
削
減

の
効
果
が
上
が
り
、同
時
に
在
庫
管
理
な
ど
も
大
き
く
効

率
化
で
き
る
と
い
う
点
を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
ね
。

本
田
　
お
っ
し
ゃ
る
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
納
品
期
限
が

延
び
る
と
生
産
も
効
率
化
し
、
ム
ダ
も
な
く
な
り
ま
す
。

物
流
セ
ン
タ
ー
も
出
荷
止
め
に
な
る
商
品
が
多
け
れ
ば
、

そ
の
管
理
の
工
数
が
増
え
る
わ
け
で
す
が
、
出
荷
止
め
が

減
る
こ
と
で
作
業
の
効
率
化
も
図
れ
る
の
で
、
物
流
事
業

者
の
負
担
も
軽
減
で
き
ま
す
か
ら
ね
。

石
橋
　
商
慣
習
を
変
え
る
と
い
う
点
で
は
、
賞
味
期
限
表

示
を
「
年
月
日
」
か
ら
「
年
月
」
へ
変
更
し
て
い
る
こ
と

も
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
セ
ブ

ン
プ
レ
ミ
ア
ム
を
は
じ
め
と
す
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド

商
品
の
食
品
に
つ
い
て
、
２
０
１
９
年
よ
り
年
月
日
表
示

か
ら
年
月
表
示
へ
の
転
換
を
進
め
、
２
０
２
2
年
度
ま
で

に
お
よ
そ
７
割
の
商
品
で
実
施
し
、現
在
も
拡
大
中
で
す
。

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
商
品
で
も
年
月
表
示
へ
の
転
換
が
進

ん
で
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

西
村
　
飲
料
の
場
合
は
、
賞
味
期
限
が
長
い
も
の
と
短
い

も
の
が
あ
り
、
賞
味
期
限
が
短
い
も
の
に
つ
い
て
は
ま
だ

年
月
表
示
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
た
め
、
全
商

品
の
約
５
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

本
田
　
当
社
で
は
だ
い
た
い
８
割
が
年
月
表
示
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
様
と
同
様
に
、
賞
味

期
限
が
お
よ
そ
６
カ
月
以
下
の
短
い
商
品
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
年
月
表
示
の
対
応
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
部
分

ニ
マ
ル
、
ヨ
ー
ク
の
４
社
で
、
常
温
加
工
食
品
全
体
に「
２

分
の
１
」
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
メ
ー
カ
ー
の
お
立

場
と
し
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

コ
カ
・
コ
ー
ラ 

ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン 

西
村（
以
下
、西
村
）　
　

　
当
社
の
場
合
、現
状
で
は
６
割
ほ
ど
の
お
取
引
先
が「
２

分
の
１
」
に
転
換
し
て
い
ま
す
。
納
品
期
限
が
３
分
の
１

か
ら
２
分
の
１
に
変
わ
る
こ
と
で
、
私
た
ち
の
在
庫
の
持

ち
高
も
削
減
で
き
る
と
い
っ
た
成
果
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
ま
だ
お
取
引
先
の
４
割
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

で
３
分
の
１
ル
ー
ル
を
採
用
し
て
い
ま
す
ね
。

カ
ル
ビ
ー 

本
田
（
以
下
、
本
田
）

　
当
社
で
も
同
様
に
、
お
取
引
先
の
卸
店
や
小
売
店
の
６

割
く
ら
い
が
「
２
分
の
１
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
西
村
さ

ん
が
お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
二
つ
の
納
品
の
考
え
方
が
併
存

し
て
い
る
状
態
で
す
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に

在
庫
を
分
け
て
管
理
す
る
こ
と
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
過

渡
期
特
有
の
問
題
と
と
ら
え
て
い
ま
す
が
、
卸
店
の
中
に

は
「
２
分
の
１
」
に
転
換
し
た
も
の
の
、
商
品
を
納
入
す

る
小
売
店
側
が
対
応
し
て
い
な
い
状
態
で
は
在
庫
管
理
が

煩
雑
に
な
り
、
３
分
の
１
ル
ー
ル
に
戻
し
た
と
こ
ろ
も
あ

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
様
の
よ

う
な
小
売
業
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
が
中
心
に
な
っ

て
、
流
通
業
全
体
に
商
慣
習
の
見
直
し
を
広
め
て
い
た
だ

く
こ
と
が
重
要
か
と
思
い
ま
す
。
す
で
に
、
食
品
ロ
ス
の

削
減
や
在
庫
管
理
の
効
率
化
な
ど
の
成
果
が
見
ら
れ
ま
す

が
、
流
通
業
全
体
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
成
果
も
部

セ
ブ
ン
&
ア
イ
Ｈ
Ｌ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
．  

石
橋
（
以
下
、
石
橋
）　

　
当
社
で
は
、
２
０
１
９
年
に
グ
ル
ー
プ
商
品
戦
略
本
部

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
が
、
そ
の
目
的
の
一
つ
は
商
品
の
生

産
か
ら
販
売
ま
で
の
過
程
で
発
生
す
る
ム
リ
・
ム
ラ
・
ム

ダ
の
解
決
に
、
小
売
業
の
立
場
か
ら
真
剣
に
取
り
組
む
こ

と
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
当
社
グ
ル
ー
プ
だ

け
で
な
く
お
取
引
先
と
の
協
力
が
非
常
に
重
要
と
な
る
た

め
、お
取
引
先
と
接
点
を
有
す
る
グ
ル
ー
プ
商
品
戦
略
本

部
が
、
旗
振
り
役
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
の
環
境
宣
言
『G

R
E

E
N

 
C

H
A

LLEN
G

E 2050

』
の
一
環
と
し
て
、
従
来
の
商
慣

習
の
積
極
的
な
見
直
し
に
よ
る
食
品
ロ
ス
の
抑
制
に
取
り

組
む
中
で
、
食
品
業
界
に
お
け
る
「
３
分
の
１
ル
ー
ル
」

に
着
目
。
こ
れ
は
製
造
日
か
ら
賞
味
期
限
ま
で
の
期
間
を

「
１
」と
し
た
時
、
メ
ー
カ
ー
か
ら
小
売
に
納
品
す
る「
納

品
期
限
」
ま
で
の
期
間
が
３
分
の
１
、
小
売
が
お
客
様
へ

販
売
す
る
「
販
売
期
限
」
ま
で
の
期
間
が
３
分
の
１
、
お

客
様
が
賞
味
さ
れ
る
「
賞
味
期
限
」
ま
で
の
期
間
が
３
分

の
１
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
小
売
に
納

品
す
る
ま
で
の
期
間
を
全
体
の
「
２
分
の
１
」
に
変
更
す

る
こ
と
で
、
食
品
ロ
ス
を
削
減
で
き
ま
す
（
図
１
参
照
）。

そ
こ
で
当
社
グ
ル
ー
プ
で
は
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
・
菓
子
・

カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
な
ど
の
加
工
食
品
の
納
品
期
限
を
順
次

「
２
分
の
１
」
に
変
更
し
、
２
０
２
２
年
に
は
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、
ヨ
ー
ク
ベ

ロ
ス
削
減
、
在
庫
管
理
の
効
率
化

に
寄
与
す
る
「
納
品
期
限
緩
和
」

賞
味
期
限
の
「
年
月
表
示
」
が

も
た
ら
す
ロ
ス
削
減
効
果

図1　納品期限「1/3ルール」と「1/2」　●製造日から賞味期限が6カ月の場合　

も
年
月
表
示
が
で
き
る
よ
う
生
産
技
術
の
革
新
な
ど
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

当
社
で
は
、年
月
日
表
示
か
ら
年
月
表
示
に
変
え
た
際

に
、
商
品
の
品
質
と
い
う
点
で
お
客
様
か
ら
お
問
い
合
わ

せ
を
い
た
だ
く
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
年

月
表
示
で
賞
味
期
限
６
カ
月
の
場
合
、
１
月
１
日
に
つ

く
っ
た
商
品
は
、
１
月
31
日
に
つ
く
っ
た
商
品
と
同
様
に

７
月
31
日
が
賞
味
期
限
に
な
り
ま
す
。
お
客
様
か
ら
は
、

月
の
は
じ
め
に
製
造
し
た
商
品
の
賞
味
期
限
は
実
質
１
カ

月
延
び
る
こ
と
を
心
配
す
る
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

当
社
で
品
質
の
検
証
を
十
分
に
行
っ
て
、約
１
カ
月
延
び

て
も
十
分
に
ご
賞
味
い
た
だ
け
る
こ
と
を
確
認
し
て
お

り
、
こ
の
点
を
皆
様
に
ご
説
明
し
て
、
ご
理
解
い
た
だ
き

ま
し
た
。
た
だ
し
、
賞
味
期
限
が
短
い
商
品
で
は
、
月
の

は
じ
め
と
終
わ
り
の
約
１
カ
月
の
違
い
は
大
き
い
た
め
、

現
状
で
は
年
月
日
表
示
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ロ
ス
削
減

と
い
う
視
点
か
ら
見
る
と
年
月
表
示
へ
の
変
更
は
、
確
実

に
貢
献
で
き
ま
す
ね
。

賞味期限〈年月日表示〉 賞味期限〈年月表示〉

賞味期限　2023.09.15 賞味期限　2023.09変更
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製造（メーカー） 卸売（ベンダー） 小売 外食 消費者

生 産
収穫後の
取り扱い
と貯蔵

加 工
流 通
外 食 消 費

●
収
穫
前
後
の
損
傷
に
よ
る
廃
棄

●
豊
作
に
よ
る
生
産
調
整
の
た
め
の
廃
棄

●
規
格
外
の
農
畜
水
産
物
の
廃
棄

●
適
切
な
貯
蔵
施
設
や
冷
蔵
設
備
な
ど
の

不
備・不
足
に
よ
る
腐
敗
や
劣
化

●
製
造
工
程
に
お
け
る
ロ
ス

●
欠
品
に
よ
る
販
売
機
会
の
損
失
を
避
け

る
た
め
の
過
剰
な
製
造・在
庫
保
有

●
流
通
企
業
か
ら
の
納
品
期
限
、販
売
期

限
切
れ
商
品
の
返
品

●
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
印
字
ミ
ス
に
よ
る
廃
棄

●
店
舗
に
お
け
る
売
れ
残
り
商
品
の
廃
棄

●
売
れ
行
き
予
測
と
実
際
の
需
要
が
異

な
っ
た
際
の
返
品・廃
棄

●
外
食
店
で
の
つ
く
り
す
ぎ
や
食
べ
残
し

●
家
庭
で
の
買
い
す
ぎ
な
ど
に
よ
る
賞
味

期
限
切
れ

●
食
べ
残
し

●
骨
や
皮
な
ど
を
取
り
除
く
際
、食
べ
ら

れ
る
部
分
も
余
分
に
廃
棄

食
品
ロ
ス
の
主
な
原
因

製造業から
発生する

食品ロス量は

121万トン※

卸売業から
発生する

食品ロス量は

13万トン※ 小売業から
発生する

食品ロス量は

60万トン※

外食産業から
発生する

食品ロス量は

80万トン※ 家庭から
発生する

食品ロス量は

247万トン※

日本で
発生する

食品ロス量/年間

約

約

約

約

約

図2　フードサプライチェーンと食品ロスの主な原因

※出典：農林水産省 食品ロス及びリサイクルをめぐる情勢（令和4年8月時点版）

お取引先と協調の輪を広げ食品ロス削減へ特集

系
の
食
品
ロ
ス
も
２
８
９
万
ト
ン
か
ら
２
４
７
万
ト
ン
へ

と
約
42
万
ト
ン
削
減
さ
れ
て
い
ま
す（
※
1
）
が
、
今
後
さ

ら
に
削
減
し
て
い
く
に
は
、
や
は
り
技
術
革
新
が
必
要
で

す
。
た
と
え
ば
、
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
で
は
、

素
材
や
製
造
工
程
、
温
度
管
理
を
見
直
す
こ
と
で
、
味
や

品
質
を
落
と
さ
ず
に
従
来
よ
り
も
長
い
消
費
期
限
を
可
能

に
し
て
い
ま
す
。
主
力
商
品
の
お
弁
当
を
は
じ
め
、
惣
菜

や
パ
ン
類
で
も
長
鮮
度
化
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
店
舗
で

の
食
品
ロ
ス
削
減
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
カ
ル
ビ
ー
様
も

商
品
の
品
質
を
向
上
さ
せ
な
が
ら
、
賞
味
期
限
を
も
っ
と

延
ば
そ
う
と
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
な

ど
は
以
前
に
比
べ
る
と
か
な
り
賞
味
期
限
が
延
び
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き
る
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
飲
料
の
場
合
は
い
か
が
で
す
か
。

石
橋
　
当
社
グ
ル
ー
プ
の

物
流
セ
ン
タ
ー
や
売
場
で

は
商
品
の
先
入
れ
、
先
出

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
年

月
日
表
示
の
場
合
は
拠
点

間
の
移
動
の
際
に
日
付
が

逆
転
し
て
は
い
け
な
い
た

め
、日
付
ま
で
チ
ェ
ッ
ク
し

て
賞
味
期
限
を
確
認
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
当
然
、
売
場
で
も
同
様
に
確
認
作
業

が
必
須
で
、
陳
列
さ
れ
て
い
る
商
品
一
つ
ひ
と
つ
の
鮮
度

管
理
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
た
と
え
ば
時
間
管
理
の

商
品
で
す
と
一
日
複
数
回
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
販
売
期
限
が

近
づ
い
て
い
る
も
の
は
手
前
に
陳
列
し
、
期
限
を
過
ぎ
た

も
の
は
撤
去
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
メ
ー

カ
ー
か
ら
売
場
ま
で
、
す
べ
て
の
プ
ロ
セ
ス
で
管
理
の
工

数
が
増
え
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
し

か
し
、
年
月
表
示
に
変
え
た
こ
と
で
こ
の
手
間
を
格
段
に

減
ら
す
こ
と
が
で
き
、
管
理
の
手
間
の
削
減
と
不
良
在
庫

の
削
減
と
い
う
両
面
か
ら
効
果
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
で

す
か
ら
、
ぜ
ひ
多
く
の
メ
ー
カ
ー
様
に
も
年
月
表
示
に
ご

協
力
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

石
橋
　
２
０
１
５
年
か
ら
２
０
２
０
年
ま
で
の
５
年
間
で

事
業
系
の
食
品
ロ
ス
は
３
５
７
万
ト
ン
か
ら
２
７
５
万
ト

ン
に
な
り
、
約
82
万
ト
ン
減
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
庭

お
取
引
先
と
と
も
に

進
化
を
目
指
す
Ｓ
Ｃ
Ｐ
Ｆ

西
村
　
定
性
的
な
情
報
で
は
な
く
、
定
量
的
な
デ
ー
タ
が

入
る
と
い
う
の
は
、
売
れ
行
き
予
測
の
精
度
ア
ッ
プ
な
ど

に
大
き
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
で
の

比
較
分
析
も
可
能
に
な
る
ほ
か
、
デ
ー
タ
で
ご
提
供
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
解
析
結
果
を
生
産
計
画
に
反
映
す
る

ス
ピ
ー
ド
も
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
販
売
の
予
測
精

度
も
向
上
し
、
食
品
ロ
ス
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
こ

の
予
測
精
度
を
さ
ら
に
高
め
て
い
こ
う
と
社
内
で
も
力
を

注
い
で
い
ま
す
が
、
過
去
の
デ
ー
タ
だ
け
で
販
売
予
測
モ

デ
ル
の
精
度
を
高
め
て
い
く
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。我
々

が
発
売
す
る
商
品
に
関
連
す
る
競
合
商
品
の
新
商
品
や
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況
に
よ
っ
て
も
販
売
動
向
は
変
化
す

る
た
め
、
そ
の
あ
た
り
の
情
報
を
い
か
に
収
集
で
き
る
か

が
、
一
つ
の
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
セ
ブ
ン

＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
様
も
情
報
の
提
供
に
あ
た
り
、
お
取
引

先
と
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
上
の
問
題
な
ど
ク
リ
ア
す
べ
き

課
題
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
ふ
ま
え
た
う
え

で
、
Ｓ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
上
で
実
績
デ
ー
タ
と
と
も
に
、
将
来
の
販
促

計
画
な
ど
の
デ
ー
タ
が
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

石
橋
　
現
在
の
Ｓ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
は
第
一
ス
テ
ッ
プ
と
い
う
こ
と

で
、
当
社
グ
ル
ー
プ
の
過
去
デ
ー
タ
を
開
示
し
、
他
社
様

の
販
売
実
績
も
ご
確
認
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

西
村
　
私
ど
も
で
は
、
新
規
商
品
の
展
開
が
多
い
の
で
す

が
、
新
商
品
の
場
合
は
売
れ
行
き
予
測
が
難
し
い
面
が
あ

り
、
メ
ー
カ
ー
、
卸
、
小
売
と
各
工
程
に
お
い
て
廃
棄
に

つ
な
が
る
場
合
も
あ
り
ま
す
（
図
2
参
照
）。
廃
棄
を
減

ら
す
に
は
、
新
商
品
の
販
売
予
測
精
度
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
観
点
か
ら
、
２
０

２
２
年
よ
り
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
様
で
も
本
格
的
に

ス
タ
ー
ト
し
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

（
以
下
、
Ｓ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
）
の
取
り
組
み
（
8
ペ
ー
ジ
図
３
参

照
）
を
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
注
目
し
て
い
る
の

は
、
販
売
実
績
や
物
流
デ
ー
タ
を
共
有
し
、
こ
れ
を
分
析

し
て
い
く
こ
と
で
新
商
品
の
販
売
予
測
の
精
度
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る
と
い
う
点
で
す
。

石
橋
　
一
例
と
し
て
、従
来
、セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
で
は
お
取
引
先
情
報
シ
ス
テ
ム
の
開
示
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
ご
契
約
い
た
だ
い
た
お
取
引
先
限
定

で
、
自
社
商
品
の
み
販
売
実
績
を
閲
覧
で
き
る
仕
組
み
で

し
た
。
２
０
２
２
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
当
社
グ
ル
ー
プ
の

Ｓ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
は
、ご
希
望
い
た
だ
い
た
お
取
引
先
す
べ
て
に
、

他
社
商
品
を
含
む
商
品
の
販
売
実
績
を
ご
覧
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
デ
ー
タ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

や
Ａ
Ｐ
Ｉ
連
携
（
※
2
）
を
す
る
こ
と
で
、
ご
利
用
い
た

だ
く
お
取
引
先
で
デ
ー
タ
を
加
工
し
て
、
売
れ
行
き
予
測

や
生
産
計
画
な
ど
に
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。
す
で
に
、
22

社
の
ご
参
加
を
得
て
、
販
促
計
画
や
売
れ
行
き
予
測
の
精

度
向
上
な
ど
に
役
立
っ
た
と
か
、
ム
リ
・
ム
ラ
・
ム
ダ
の

な
い
物
流
計
画
に
役
立
っ
て
い
る
と
い
っ
た
声
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

※
2　

Ａ
Ｐ
Ｉ
と
は
「
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
・
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
（A

pplication Program
m

ing Interface

）
」

の
略
称
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
間
を
つ
な
ぐ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
こ
と
を
指
す
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
連

携
す
る
こ
と
で
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
間
や
シ
ス
テ
ム
間
で
デ
ー
タ

や
機
能
を
連
携
し
、
利
用
可
能
な
機
能
を
拡
張
す
る
こ
と
が
で
き
る

※
1　

出
典

：

農
林
水
産
省 

食
品
ロ
ス
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
を
め
ぐ
る
情
勢　

（
令
和
4
年
8
月
時
点
版
）

小容量の惣菜・サラダ「カップデリ」では、製造工場の盛
りつけ場を 10℃以下にする、調理器具に加熱蒸気オーブン
を活用して飽和水蒸気をあて、冷却後すぐに食材に合わせ
た独自のガスを充填し、トップシールを貼るなど温度管理
や工程を工夫し長鮮度化を実現しています。
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石
橋
　
そ
こ
に
関
し
て
は
情
報
開
示
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
と

も
に
、
シ
ス
テ
ム
の
仕
組
み
自
体
で
対
応
し
て
い
く
と
い

う
方
法
も
あ
り
そ
う
で
す
。
た
と
え
ば
、
Ｓ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
の

サ
ー
バ
ー
に
完
全
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
か
け
て
、
情
報
を

入
力
し
た
時
点
で
は
他
社
は
そ
の
デ
ー
タ
を
見
ら
れ
な
い

仕
組
み
が
で
き
れ
ば
、
早
い
段
階
で
情
報
自
体
は
ア
ッ
プ

し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
産
計
画
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
を
立
て
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
こ
れ
を
実
現
す
る
に
は
合
意
が
必
要
で
す
が
。

西
村
　
我
々
も
社
内
で
よ
く
話
す
の
で
す
が
、
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
内
で
新
商
品
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
情
報
が
常

に
更
新
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
販
売
予
測
を
行

う
こ
と
が
理
想
的
な
姿
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
セ
ブ
ン
＆

ア
イ
グ
ル
ー
プ
様
の
よ
う
な
大
手
小
売
業
に
リ
ー
ド
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
理
想
が
実
現

で
き
る
の
で
は
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

石
橋
　
業
界
標
準
と
な
る
Ｓ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
を
構
築
し
て
い
く
た

め
に
、
ま
ず
我
々
が
リ
ー
ド
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
、
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
行

政
と
も
一
体
と
な
っ
て
や
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
の
秋
に
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
検
証
会
を
開
催
し

て
、
お
取
引
先
の
皆
様
に
も
Ｓ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
の
活
用
状
況
な
ど

を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
メ
ー
カ
ー
様
に

活
用
い
た
だ
く
と
い
う
点
で
も
、
良
い
事
例
が
あ
れ
ば
公

表
し
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。
活
用
事
例

を
積
み
重
ね
、
企
業
の
垣
根
を
越
え
て
共
有
財
産
を
築
く

き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。
新
商
品
の

販
売
予
測
精
度
を
高
め
る
と
い
う
メ
ー
カ
ー
の
ニ
ー
ズ
が

大
き
い
点
を
ふ
ま
え
て
、
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て
い
る
部

署
と
連
携
し
、
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
田
　
現
状
で
は
、
他
社
様
の
今
後
の
販
促
情
報
や
商
品

発
売
情
報
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
と
、
手
作
業
で
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
を
確
認
し
て
、
一
つ
ひ
と
つ

調
べ
て
い
く
と
い
う
方
法
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
こ

の
方
法
を
刷
新
す
る
に
は
、
メ
ー
カ
ー
間
で
紳
士
協
定
の

よ
う
な
も
の
を
設
け
て
、
情
報
を
開
示
す
る
こ
と
も
必
要

か
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
Ｓ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
と
い
う
共
通
基
盤

の
中
に
情
報
を
集
め
、
そ
こ
か
ら
得
た
デ
ー
タ
で
各
メ
ー

カ
ー
が
独
自
に
Ａ
Ｉ
解
析
を
行
い
、
予
測
に
つ
な
げ
る
こ

と
は
大
変
有
効
だ
と
思
い
ま
す
。
小
売
業
、
メ
ー
カ
ー
の

解
析
を
照
合
す
る
こ
と
で
、
予
測
精
度
の
向
上
に
も
つ
な

が
る
で
し
ょ
う
。

　

販
売
実
績
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
企
業
の
垣
根
を
越
え
て

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
今
後
の
展
開
な
ど
先
々

の
情
報
も
可
能
な
範
囲
で
共
有
し
、
互
い
に
活
用
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
当
社
の
営
業
責
任
者

と
も
話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
が
、
将
来
の
販
売
計
画
な
ど

の
情
報
を
開
示
す
る
時
期
に
つ
い
て
は
、
他
社
様
が
そ
の

情
報
を
見
て
か
ら
何
か
対
応
策
を
と
ろ
う
と
し
て
も
間
に

合
わ
な
い
よ
う
な
リ
ー
ド
タ
イ
ム
で
あ
れ
ば
良
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
意
見
も
出
て
い
ま
す
。
他
社
様
が
対
応
で

き
ず
、
自
社
の
生
産
計
画
に
は
有
効
な
対
応
が
で
き
る
タ

イ
ミ
ン
グ
を
考
え
て
い
け
ば
、
情
報
開
示
も
可
能
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
商
品
の
動
向
が
あ
る
か
を
ま
ず
見
極
め
よ
う

と
い
う
段
階
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
蓄
積
し
て

き
た
販
売
実
績
に
つ
い
て
Ａ
Ｉ
で
解
析
し
な
が
ら
、
最
終

的
に
は
売
れ
行
き
予
測
に
結
び
付
け
る
仕
組
み
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
新
商
品
の
場
合
は
販
売
実
績

の
ぶ
れ
幅
も
非
常
に
大
き
く
、
予
測
精
度
が
高
い
も
の
も

あ
れ
ば
、予
測
と
実
績
の
差
が
大
き
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る
中
で
、メ
ー
カ
ー
の
皆
様

に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
な
デ
ー
タ
の
あ
り
方
も
だ
ん

だ
ん
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

西
村
さ
ん
が
ご
指
摘
に
な
っ
た
よ
う
に
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
上
、
こ
の
月
に
こ
の
メ
ー
カ
ー
様
が
、
こ
う
い
う

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
と
い
う
情
報
を
そ
の
ま
ま
流
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る

と
こ
う
い
う
商
品
に
影
響
が
出
る
と
い
う
よ
う
な
傾
向

を
、
情
報
の
積
み
重
ね
か
ら
少
し
で
も
つ
か
む
こ
と
が
で

物流センター 物流センター

メーカー／卸店等
お取引先

小売

工　場店 舗

サプライチェーンプラットフォーム (SCPF)

データベース

在庫
最適化

需要
予測

物流情報
可視化

SCPF によって
得られる成果

販売
実績

需要
予測

需要
予測

物流
実績

図3　サプライチェーンプラットフォームのイメージ

経済産業省「サプライチェーン イノベーション大賞 2020」において
優秀賞・特別賞を受賞

セブン - イレブン・ジャパン

「サプライチェーン イノベーション大賞」とは、経済産業省が事務局を務
める製・配・販連携協議会が、サプライチェーン全体の最適化に向けてす
ぐれた取り組みを行い、業界をけん引した企業を表彰するもの。上記 3
つの取り組みが評価され 2020 年の優秀賞、特別賞を受賞しました。
※賞の詳細は右の二次元コードよりご覧ください。

1 オリジナルデイリー品の製造工場での衛生管理レベル向上による消費期限の延長
2 配送センターにおける在庫処分費用の削減　
3 販売期限の近づいた商品に nanaco ポイントを付与する「エシカルプロジェクト」

評価された
取り組み
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▲ ヨ ー ク ベ ニ マ ル の ア ウ ト レ ッ ト
コーナー

スーパーマーケットの一角にアウト
レットコーナーやフードドライブの
常設窓口を設置するなど、セブン＆
アイグループの各店舗では食品ロス
削減に努めています。

▼イトーヨーカドーでのフード
ドライブの様子

お取引先と協調の輪を広げ食品ロス削減へ特集

組
み
も
、
メ
ー
カ
ー
様
や
ベ
ン
ダ
ー
様
の
合
意
を
い
た
だ

い
て
試
行
し
て
い
ま
す
。グ
ル
ー
プ
の
中
に
Ｇ
Ｍ
Ｓ
や
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
擁
し
て
い
て
、大
量
陳
列
で
一
気
に
消

化
で
き
る
の
は
、
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
だ
か
ら
こ
そ

可
能
な
大
き
な
強
み
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
数
量

が
ど
の
く
ら
い
あ
り
、
ど
こ
に
在
庫
が
あ
る
か
を
可
視
化

で
き
れ
ば
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
な
ど
適
切
な
寄
付
先
を
見
つ

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を

行
い
な
が
ら
、
本
日
お
う
か
が
い
し
た
貴
重
な
ご
意
見
も

活
か
し
、
皆
様
と
協
力
し
て
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
ロ
ス
削

減
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

本
日
は
貴
重
な
お
話
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

す
る
場
合
は
、
車
両
や
ド
ラ
イ
バ
ー
も
必
要
に
な
る
わ
け
で

す
。
こ
れ
は
食
品
ロ
ス
と
と
も
に
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
増
加

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
食
品
ロ
ス
を
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
し

て
い
く
こ
と
は
、さ
ま
ざ
ま
な
面
で
環
境
負
荷
低
減
に
な
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
田
　
そ
う
で
す
ね
。
売
れ
残
っ
た
商
品
を
当
社
で
引
き

取
っ
て
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
や
寄
付
に
回
す
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
場
合
は
小
売
業
様
の
在
庫
を
い
っ
た
ん

当
社
に
戻
し
て
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
に
持
っ
て
い
く
の
で
、
や

は
り
物
流
が
発
生
し
ま
す
。
そ
う
す
る
と
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

西
村
　
飲
料
メ
ー
カ
ー
と
し
て
も
同
じ
で
、
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
に
持
っ
て
い
く
ほ
か
、
社
販
す
る
な
ど
可
能
な
限
り
消

化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
様

の
場
合
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
だ
け
で
な
く
、
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
大
型
店
も
あ
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
内

で
消
化
す
る
取
り
組
み
も
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。メ
ー
カ
ー

と
し
て
は
そ
の
分
負
担
が
減
る
の
で
、
大
変
あ
り
が
た
い

こ
と
で
す
。

石
橋
　
我
々
の
グ
ル
ー
プ
は
、
責
任
仕
入
れ
、
責
任
販
売

を
グ
ル
ー
プ
の
創
業
者
で
あ
る
伊
藤
雅
俊
名
誉
会
長
の
時

代
か
ら
厳
し
く
言
わ
れ
て
き
た
の
で
、
グ
ル
ー
プ
の
力
で

商
品
を
売
り
切
る
こ
と
を
追
求
し
て
い
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
セ
ン
タ
ー
に
残
っ
た
商
品
を
と
り
ま
と

め
て
、ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー

で
「
わ
け
あ
り
商
品
」
と
し
て
お
客
様
に
提
供
す
る
取
り

本
田
　
そ
の
た
め
の
基
盤
と
し
て
Ｓ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
を
活
用
し
て

い
く
と
い
う
考
え
方
は
大
切
で
す
ね
。

石
橋
　
一
つ
の
商
品
を
つ
く
る
労
力
は
、
売
れ
る
商
品
で

も
売
れ
な
い
商
品
で
も
同
じ
で
す
が
、
売
れ
な
い
商
品
を

つ
く
る
と
、
発
売
後
の
業
務
が
す
ご
く
増
え
ま
す
。
売
れ

行
き
予
測
を
間
違
え
て
売
れ
残
り
そ
う
な
場
合
は
、
み
ん

な
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
こ
う
い
う
売
り
方
を
し
よ
う

と
工
夫
を
重
ね
る
こ
と
で
食
品
ロ
ス
防
止
に
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。
自
分
た
ち
が
し
っ
か
り
と
管
理
で
き
る
範
囲

で
、
商
品
価
値
を
追
求
し
な
が
ら
新
商
品
を
出
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

商
品
が
売
れ
残
っ
て
返
品
が
発
生
す
る
と
、メ
ー
カ
ー
様

や
ベ
ン
ダ
ー
様
と
し
て
も
、
作
業
工
数
が
増
え
て
負
担
増
に

な
り
ま
す
よ
ね
。期
限
切
れ
の
商
品
を
お
取
引
先
に
お
返
し

と
い
っ
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
生
産
か
ら
販
売
ま
で
の

プ
ロ
セ
ス
全
体
に
存
在
す
る
ム
リ
・
ム
ラ
・
ム
ダ
を
排
除

で
き
る
と
い
う
手
応
え
も
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
加
え

て
商
品
に
視
点
を
置
い
た
食
品
ロ
ス
の
削
減
の
取
り
組
み

と
い
う
点
で
は
、
何
か
あ
り
ま
す
か
。

本
田
　
食
品
ロ
ス
の
削
減
と
い
う
視
点
で
は
、
商
品
自
体

の
価
値
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
お
客
様
に
支
持
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
ロ
ス

を
生
じ
さ
せ
ず
に
売
り
切
れ
る
わ
け
で
す
か
ら
ね
。
商
品

の
生
産
か
ら
販
売
ま
で
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
考
え
る

際
に
、
お
客
様
に
価
値
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
商
品
を
つ

く
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
と
い
う
視
点
を
し
っ
か
り

と
入
れ
る
こ
と
で
、
真
の
意
味
で
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

が
生
ま
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

石
橋
　
ま
っ
た
く
同
感
で
す
。
単
品
ご
と
の
価
値
を
高
め

て
、
し
っ
か
り
と
販
売
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
大
切
で

す
ね
。
し
か
し
、
新
商
品
を
出
し
て
売
場
の
活
性
化
を
図

る
と
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
ア
イ
テ
ム
が
増
え
て
い

く
の
が
実
情
で
す
。
我
々
の
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
で
も
、

ア
イ
テ
ム
数
が
肥
大
化
し
、
売
れ
行
き
が
低
調
な
商
品
も

増
え
て
い
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
２
０
２
１
年
か
ら
セ
ブ

ン
プ
レ
ミ
ア
ム
の
ア
イ
テ
ム
数
を
絞
っ
て
、
主
力
商
品
の

構
成
比
を
高
め
る
こ
と
に
舵
を
切
り
ま
し
た
。
主
力
商
品

１
単
品
あ
た
り
の
売
上
を
し
っ
か
り
伸
ば
し
て
い
く
こ
と

で
、
食
品
ロ
ス
の
発
生
を
防
ぎ
、
か
つ
生
産
性
も
効
率
化

し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
メ
ー
カ
ー
様
と
もW

in-W
in

の
関

係
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ゴ
リ
ー
と
し
て
有
効
な
事
例
を
つ
く
り
出
し
、
セ
ブ
ン
＆

ア
イ
グ
ル
ー
プ
様
の
Ｓ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
の
飲
料
モ
デ
ル
と
し
て
他

社
様
に
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
田
　
ど
の
業
種
も
競
争
領
域
と
協
調
領
域
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
メ
ー
カ
ー
と
し
て
も
協
調
領
域
の
幅
を
広
げ

て
い
か
な
い
と
、
こ
れ
か
ら
国
際
競
争
が
ま
す
ま
す
激
し

く
な
っ
て
い
く
中
で
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
デ
ー
タ
の
共
有
と
い
う
点
で
も
、
協
調
領
域
を

ど
こ
ま
で
広
げ
ら
れ
る
か
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

石
橋
　
本
田
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
協
調
領
域
と
い

う
視
点
は
大
切
で
す
ね
。
と
く
に
食
品
ロ
ス
の
削
減
の
よ

う
に
、
社
会
課
題
へ
の
対
応
と
い
う
点
で
は
、
協
調
し
て

い
く
こ
と
で
実
現
で
き
る
こ
と
も
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。

実
際
に
小
売
業
界
で
は
、
食
品
ロ
ス
を
含
む
環
境
領
域
に

つ
い
て
フ
ラ
ン
ク
に
話
し
合
い
、
一
緒
に
や
っ
て
い
こ
う
と

い
う
機
運
が
高
ま
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
直
近
で

は
、
経
済
産
業
省
を
中
心
に
取
り
組
ん
だ
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
大
手
３
社
の
共
同
物
流
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
会
議
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
３
社
が

一
つ
の
テ
ー
ブ
ル
に
着
い
て
、こ
の
エ
リ
ア
で
こ
の
商
品
か

ら
実
施
し
て
み
よ
う
と
い
う
よ
う
な
対
話
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
食
品
ロ
ス
の
削
減
と
い
う
視
点
で
は
、

メ
ー
カ
ー
、
卸
店
と
協
調
し
て
い
く
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で

お
話
に
出
た
納
品
期
限
や
賞
味
期
限
の
表
示
、
Ｓ
Ｃ
Ｐ
Ｆ

商
品
の
価
値
を
磨
く
こ
と
が

最
も
重
要
な
「
ロ
ス
防
止
対
策
」

こ
と
で
、
Ｓ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
を
進
化
さ
せ
て
い
け
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

西
村
　
飲
料
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
っ
て
、
初
め
に
た
く
さ

ん
売
れ
る
も
の
、
徐
々
に
売
れ
行
き
が
上
が
っ
て
い
く
も

の
な
ど
売
れ
方
が
か
な
り
異
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
冷
た

い
も
の
と
温
か
い
も
の
で
も
違
い
が
顕
著
で
、
ホ
ッ
ト
飲

料
は
徐
々
に
売
れ
て
い
く
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
コ
ー
ル

ド
飲
料
は
発
売
時
に
一
気
に
売
れ
行
き
が
伸
び
、
そ
の
後

徐
々
に
落
ち
着
い
て
く
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

カ
テ
ゴ
リ
ー
と
ホ
ッ
ト
か
コ
ー
ル
ド
か
と
い
う
組
み
合
わ

せ
の
中
で
、
売
れ
行
き
の
予
測
精
度
を
上
げ
て
い
く
こ
と

に
苦
労
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
飲
料
カ
テ

SCPF の活用状況について、すぐれた取り組み事例を共有し、お取引先
と意見交換を行いました。
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環境宣言『GREEN CHALLENGE 2050』進捗報告

2
 持 続 可 能 な 社 会  

050年へ向け、私たちの挑戦は 加速していきます。

CO2 排出量削減
グループの店舗運営に伴う排出量実質ゼロ
（2013年度比）。また、スコープ３を含めた
サプライチェーン全体で削減を目指す。

1取り組みテーマ

3取り組みテーマ

食品ロス ·
食品リサイクル対策
食品廃棄物の発生原単位（売上百万円
あたりの発生量）75％削減（2013年度
比）。食品廃棄物のリサイクル率100%。

環境宣言
『GREEN  CHALLENGE 2050』

特設サイト

2取り組みテーマ

プラスチック対策
オリジナル商品（セブンプレミアムを含む）で使用
する容器は、環境配慮型素材（バイオマス・生分解
性・リサイクル素材・紙など）100％使用。2030年
までにプラスチック製レジ袋の使用量ゼロ。

4取り組みテーマ

持続可能な調達
オリジナル商品（セブンプレミアムを含む）で
使用する食品原材料は、持続可能性が担保さ
れた材料を100%使用。

セブン & アイグループは、これまでさまざまな社会環境の変化に、 価値ある商品やサービスの提供を通じて対応し、豊かで便利な暮らしの実現に努めてまいりました。その一方で、 
さまざまな環境問題や外部不経済などの社会課題が顕在化し、 社会の持続的発展にはその解決が急務となっています。このような現状認識に基づき、全国の店舗ネットワークと 
サプライチェーン全体でさらなる環境負荷低減を推進し、豊かな 地球環境を未来世代につないでいくため、今後もグループ全従業員が一丸となって取り組んでいきます。

環境宣言
『GREEN CHALLENGE 2050』とは？

省エネ：従業員による節電や省エネ設備の導入により、電気使用量の削減を推進。

創エネ：グループ8,000店舗以上に太陽光パネルを設置。2030年までに11,000店舗へ設置予定。

再エネ調達：新たに北陸電力グループとのオフサイトPPAの取り組みを開始。

グループのCO2排出量の約9割は電気使用に由来しているため、省エネ・創エネ・再エネ調達の3つの柱でCO2排出量削減を進めています。

3つの柱で取り組むCO2 排出量削減

てまえどり：すぐに食べる場合には手前にある販売期限の近い商品を選ぶ呼びかけを推進。

mottECO（モッテコ）：環境省が推奨する食べ残しの持ち帰りアクションをデニーズ店舗で実施。

新技術の導入：販売期限を延長した長鮮度商品の開発。適正な在庫管理を目指すAI発注の導入。

水産物認証：「MSC・ASCのCoC認証」を取得、グループ3社453店舗※にて店内加工した認証水産 
　　　　　　物を販売。※2023年1月末時点

農産物認証：安全性向上や環境保全のための「GAP認証」を取得した農産物・畜産物の取り扱いを拡大。

コーヒー豆認証：環境や人権に配慮された「レインフォレスト・アライアンス認証」のコーヒー飲料を販売。

発生抑制を第一優先に推進 環境や人権に配慮した持続可能な原材料調達

容器包材の見直し：一部サラダの上ぶたをトップシールに変更、プラスチック量を約25％削減。

ペットボトル回収：グループ店舗に2,500台以上※のペットボトル回収機を設置。※2023年1月18日時点

再生PET素材の活用：オリジナル商品のペットボトルや肌着の素材として活用。

プラスチックのリデュース・リサイクルを推進
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セブン＆アイグループのサステナビリティ
ワタシたちの
ミライへ
つなげる

1415

　
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
で
は
、「
身

近
な
社
会
課
題
を
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
解
決
す
る
新
規
事
業
プ
ラ
ン
」を
、

グ
ル
ー
プ
事
業
会
社
の
社
員
だ
け
で
な

く
、
契
約
社
員
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
勤
務
社

員
、
ア
ル
バ
イ
ト
社
員
ま
で
を
含
む
グ
ル

ー
プ
従
業
員
か
ら
広
く
募
り
、
新
た
な
事

業
創
出
を
目
指
し
な
が
ら
、
次
世
代
を
担

う
人
財
の
発
掘･
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
２
年
12
月
２
日
、
虎
ノ
門
ヒ
ル

ズ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
Ａ
Ｒ

Ｃ
Ｈ
で
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

「
Ｓ
Ｍ
ｉ
Ｌ
Ｅ
２
０
２
２
」の
最
終
審
査
会

が
開
催
さ
れ
、
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
た
10
の

事
業
化
プ
ラ
ン
か
ら
、
3
つ
の
プ
ラ
ン
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
セ
ブ
ン
＆

ア
イ
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
統
括
委
員
会
の
も

と
に
設
置
さ
れ
た
５
つ
の
部
会（
※
1
）
の

一
つ
、社
会
価
値
創
造
部
会
が
主
催
す
る
取 

り
組
み
で
す
。Ｓ
Ｍ
ｉ
Ｌ
Ｅ
と
は「Seven

 
&

i  M
irai  innovation  Leading 

E
ngine

」
の
頭
文
字
で
、
日
常
生
活
の

中
で
誰
も
が
出
合
う
不
便
さ
や
不
安
、 

不
満
な
ど
に
じ
っ
く
り
耳
を
傾
け
、
新
規

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
持
続
可
能
な
か
た
ち
で

解
決
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お

り
、
グ
ル
ー
プ
が
掲
げ
る
７
つ
の
重
点
課

題（
四
季
報
１
５
４
号
参
照
）
に
関
連
し
た

事
業
内
容
で
あ
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
い

ま
す
。

　
社
会
価
値
創
造
部
会
で
は
、「
企
業
と
し

て
の
価
値
創
造
を
通
じ
て
積
極
的
な
社
会

貢
献
を
図
る
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
れ

ま
で
も
社
会
的
価
値
と
経
済
的
価
値
の
双

方
に
資
す
る「1A

ction2V
alues

」
と

い
う
視
点
を
持
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
の
既
存

事
業
の
再
整
理
と
新
た
な
展
開
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
Ｓ
Ｍ
ｉ
Ｌ
Ｅ
２
０
２
２
は
、

こ
れ
を
さ
ら
に
一
歩
進
め
て
、
社
会
課
題

起
点
の
新
規
事
業
の
企
画
か
ら
事
業
化
を

目
指
す
取
り
組
み
と
し
て
２
０
２
２
年
５

月
に
ス
タ
ー
ト
。
説
明
会
開
催
か
ら
新
規

事
業
セ
ミ
ナ
ー
、具
体
的
な
事
業
プ
ラ
ン
の

募
集
を
行
っ
た
後
、
第
一
次
書
類
審
査
を

通
過
し
た
プ
ラ
ン
に
対
す
る
タ
ー
ゲ
テ
ィ

ン
グ
や
実
現
性
な
ど
の
検
討
を
、Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ 

Ｃ
Ｉ
Ｏ（
チ
ー
フ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
オ

フ
ィ
サ
ー
）
の
渡
瀬
ひ
ろ
み
氏
、
大
塚
悦

時
氏
を
社
外
メ
ン
タ
ー
と
し
て
迎
え
、
提

案
者
へ
の
個
別
指
導
を
２
カ
月
間
実
施
。

第
二
次
書
類
審
査
で
は
プ
ラ
ン
を
10
案
ま

で
絞
り
込
み
、
さ
ら
に
2
カ
月
か
け
て
最

終
審
査
へ
と
い
た
り
ま
し
た
。

※
１　

�

Ｃ
Ｓ
Ｒ
統
括
委
員
会
５
つ
の
部
会
：
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
、
企
業
行
動
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
、

環
境
、
社
会
価
値
創
造
の
各
部
会

　
社
会
が
多
様
化・
複
雑
化
す
る
中
で
、

お
客
様
の
身
近
に
あ
る
店
舗
や
小
売
業
に

求
め
ら
れ
る
役
割
も
、
従
来
の
物
販
だ
け

で
は
な
く
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
機
能
や
地
域

社
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
学
び
、

助
け
合
い
の
場
と
し
て
の
役
割
な
ど
へ
と

広
が
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
小
売
業
の
発

展
に
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
お
応
え
し
、

持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
創
出
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

従
来
の
発
想
を
超
え
た
視
点
と
、
新
し
い

こ
と
に
積
極
的
に
挑
戦
す
る
意
欲
を
持
っ

た
人
財
が
不
可
欠
で
す
。

　
日
ご
ろ
お
客
様
に
接
す
る
中
で
身
近
な

困
り
ご
と
に
目
を
向
け
、
新
鮮
な
発
想
で

新
規
事
業
化
へ
と
結
び
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
意
欲
的
な
人
財
を
見
出
す
こ
と
も
、

Ｓ
Ｍ
ｉ
Ｌ
Ｅ
の
役
割
の
一
つ
。
一
連
の
事

業
化
検
討
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
意
欲
あ

る
人
財
が
必
要
な
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
こ

と
へ
の
支
援
を
重
要
視
し
て
い
ま
す
。

　
社
会
価
値
創
造
部
会
に
お
け
る
社
会
課

題
を
ビ
ジ
ネ
ス
で
解
決
す
る
取
り
組
み

は
、ま
ず
２
０
１
９
年
に「
ボ
ー
ダ
レ
ス
ア

カ
デ
ミ
ー
」
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
株
式
会
社
ボ
ー
ダ
レ
ス・
ジ
ャ

パ
ン
の
協
力
に
よ
り
開
催
し
た
も
の
で
、

約
１
年
の
講
習
期
間
を
経
て
、
教
育
、
介

護
な
ど
の
社
会
課
題
に
関
す
る
４
案
件
が

実
際
に
事
業
化
検
討
プ
ロ
セ
ス
に
進
み
、

現
在
も
取
り
組
み
が
進
行
中
で
す
。

　
Ｓ
Ｍ
ｉ
Ｌ
Ｅ
２
０
２
２
は
、
こ
の
ボ
ー

ダ
レ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
の
成
果
も
ふ
ま
え
て

計
画
さ
れ
、
２
０
２
1
年
か
ら
１
年
か
け

て
、
他
社
事
例
の
リ
サ
ー
チ
や
グ
ル
ー
プ

各
社
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
も
と
に
、
グ 

ル
ー
プ
従
業
員
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
コ

ン
テ
ス
ト
を
目
指
し
た
結
果
、
第
一
次
書

類
審
査
に
は
３
０
０
件
を
超
え
る
応
募
が

あ
る
な
ど
、
予
想
を
上
回
る
反
響
を
得
ま

し
た
。

　
私
た
ち
は
、
社
会
変
化
の
中
で
生
ま
れ

て
く
る
お
客
様
や
社
会
か
ら
の
要
望
に
目

を
向
け
、
新
た
な
価
値
創
造
に
挑
戦
す
る

こ
と
で
、
新
規
業
態
を
主
要
事
業
へ
と
育

成
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
原
動
力
に
は
、

社
会
に
有
用
な
価
値
を
し
っ
か
り
と
根
づ

か
せ
た
い
と
い
う「
夢
」が
あ
り
、
Ｓ
Ｍ
ｉ

Ｌ
Ｅ
の
取
り
組
み
は
、
グ
ル
ー
プ
従
業
員

が
夢
に
挑
戦
す
る
機
会
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
を
通
じ
て
得
た
社
内
外
の

人
と
の
つ
な
が
り
や
ス
キ
ル
な
ど
は
、

日
々
の
仕
事
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
財
産

と
な
り
ま
す
。
今
後
も
Ｓ
Ｍ
ｉ
Ｌ
Ｅ
の
取

り
組
み
を
継
続
的
に
進
め
、
ま
だ
見
ぬ
新

し
い
事
業
の
創
出
と
意
欲
あ
る
人
財
の
発

掘
と
育
成
、
活
躍
の
場
の
提
供
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

社
会
的
価
値
と
経
済
的
価
値
の

双
方
に
資
す
る

「1
A

ction2
V

alues

」
の
視
点

▶ 本取り組みに関するSDGsの目標

セブン＆アイHLDGS.
取締役 常務執行役員
経営推進本部長
伊藤 順朗

身近な「不」を解決する持続可能なビジネスの創造
社員の創意と挑戦意欲を支援する

本
取
り
組
み
は
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ

の
重
点
課
題
4
、
5
に
該
当
し
ま
す
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら

お
客
様
の
暮
ら
し
に

最
も
身
近
な
産
業
と
し
て

小
売
業
が
果
た
す
べ
き
役
割

児童養護施設出身の若者の
進路選択の幅が狭い問題

社会課題の深掘りを通して人財を育成する
企業向け研修事業

課題を抱える当事者（児童養護施設出身の若者）との対話
により、ビジネスにおいても必要とされる「課題設定力」や

「解決策を立案する力」を養うオンライン研修プログラムを
企業向けに提供する事業。

解決したい課題 特徴① 身近に存在する社会課題にフォーカス
環境問題などとは異なる「人（Social）」に起因する課題に特化すること
で、さまざまな企業や事業で導入しやすく、研修後すぐ実践につなげやす
いことも特徴。

特徴② 複数社混成
複数社混成でのクラス編成を基本とするこ
とで、多様な視点、アイデアに触れる機会
を創出。今までは気づかなかった「枠外の
発想」を体感できる。

「ＳＭiＬＥ」の前身「ボーダレスアカデミー」から誕生した事業一例

IT 小売

小売

小売

不動産

小売

最終審査会の様子。事前の説明会には800名を超える参加者があり、３回にわ
たる新規事業セミナーにも600名を超えるグループ従業員が参加。

ー ビジネスプランコンテスト　「SMiLE2022」 ー

事業内容
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グループ各社の注目ニュースをお届けします

NEWS TOPICS&
2022年

10月-12月

　
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
Ｈ
Ｌ
Ｄ
Ｇ
Ｓ.

は
、
国
際
的
な
非
営
利
団
体 

Ｍ
Ｓ
Ｃ
（
海
洋
管
理
協
議
会
）
と
Ａ
Ｓ
Ｃ
（
水
産
養
殖
管
理
協
議

会
）の
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
認
証
水
産
物
の
流
通
管
理
に
関
す

る
認
証
規
格
『
Ｃ
ｏ
Ｃ
認
証
』
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
Ｃ
ｏ
Ｃ
認
証
は
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
・
Ａ
Ｓ
Ｃ
認
証
水
産
物
が
製
造
・
加

工
・
流
通
の
、す
べ
て
の
過
程
に
お
い
て
非
認
証
水
産
物
と
混
ざ

ら
ず
に
、
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
証
す
る
制
度
で

す
。今
回
Ｃ
ｏ
Ｃ
認
証
を
取
得
し
た
こ
と
で
、
グ
ル
ー
プ
の
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
3
社
の
店
内
で
加
工
し
た
刺
身
や
切
り
身
商

品
も
認
証
商
品
と
し
て
販
売
可
能
に
な
り
ま
し
た
。第
一
弾
と
し

て
、
Ａ
Ｓ
Ｃ
認
証『
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム 

フ
レ
ッ
シ
ュ 

生
ア
ト
ラ

ン
テ
ィ
ッ
ク
サ
ー
モ
ン
』
を
傘
下
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

4
5
3
店
舗
※
に
て
10
月
28
日
よ
り
発
売
開
始
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
の
環
境
宣
言
『G

R
E

E
N

 
C

H
A

LLE
N

G
E

 2
0

5
0

』
に
基
づ
き
、「
持
続
可
能
な
調
達
」

の
一
環
と
し
て
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
・
Ａ
Ｓ
Ｃ
認
証
商
品
の
取
り
扱
い
も
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

　
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
Ｈ
Ｌ
Ｄ
Ｇ
Ｓ.

は
、
２
０
２
２
年
12
月
7
日
か

ら
9
日
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
て
開
催
さ
れ
た
国
内
最
大
規
模

の
環
境
展
示
会
『
エ
コ
プ
ロ
２
０
２
２
』
に
出
展
し
ま
し
た
。 

　
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
の
環
境
宣
言
『G

R
E

E
N

 
C

H
A

LLE
N

G
E

 2
0

5
0

』
に
お
い
て
、
グ
ル
ー
プ
9
社
お
よ

び
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
記
念
財
団
の
具
体
的
な
取
り
組
み
の
紹

介
や
〝
未
来
世
代
と
一
緒
に
〞
を
テ
ー
マ
に
、
２
０
５
０
年
（
架

空
）
の
ミ
ラ
イ
と
つ
な
が
る
「
ミ
ラ
イ
ス
タ
ジ
オ
」
な
ど
、
来
場

さ
れ
た
方
と
一
緒
に
持
続
可
能
な
環
境
や
社
会
を
考
え
る
コ
ン
テ

ン
ツ
を
展
示
。
ま
た
、
原
材
料
調
達
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
配

慮
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
や
子
供
地
球
基
金
と
の
取
り
組
み
の
ほ

か
、
グ
ル
ー
プ
店
頭
に
設
置
し
て
い
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回
収
機
の

実
機
を
展
示
し
、
参
加
体
験
型
の
ブ
ー
ス
も
設
置
し
ま
し
た
。 

　
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
は
、
お
客
様
や
地
域
社
会
を
は
じ
め

す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
と
も
に〝
豊
か
で
持
続
可
能
な

社
会
〞
の
実
現
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

セ
ブ
ン
&
ア
イ
H
L
D
G
S.

セ
ブ
ン
&
ア
イ
H
L
D
G
S.

10月28日

12月7〜9日

『
M
S
C
・
A
S
C 

C
o
C
認
証
』
を
取
得

店
内
加
工
し
た
認
証
水
産
物
を
グ
ル
ー
プ
3
社
、
4
5
3
店
舗
で
販
売
開
始

国
内
最
大
規
模
の
環
境
展
示
会
『
エ
コ
プ
ロ
2
0
2
2
』
に
出
展 

商
品
や
設
備
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
9
社
お
よ
び
1
団
体
の
環
境
へ
の
取
り
組
み
を
紹
介

社会・環境活動

CLOSE UP1
社会・環境活動

CLOSE UP  2

ド
ロ
ー
ン
配
送
サ
ー
ビ
ス

夜
間
飛
行・配
送
の
実
証
を
実
施

ヨ
ー
ク
×
シ
ェ
ル
ガ
ー
デ
ン

新
た
な
店
舗
モ
デ
ル
オ
ー
プ
ン

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

企業情報

10月19日

新
作
コ
ス
メ
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

「
コ
ス
メ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」開
催

ロ
フ
ト

企業情報

10月15日〜

　
ロ
フ
ト
は
、10
月
15
日
か
ら
11
月
25
日
ま
で

19
回
目
と
な
る「
ロ
フ
ト 

コ
ス
メ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル 

２
０
２
２
Ａ
Ｗ
ー

２
ｎ
ｄ
ー

」
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
企
画
は
メ
デ
ィ
ア
や
S 

N 

S
の

人
気
情
報
発
信
者
を
招
待
し
た
展
示
会
で
す
。

今
回
は
「Find your potential

」
を
テ
ー

マ
に
目
元
を
引
き
立
た
せ
る
旬
な
色
合
い
の
コ

ス
メ
や
、
香
り
も
質
感
も
楽
し
め
る
パ
ー
ツ
ケ

ア
ア
イ
テ
ム
な
ど
、
毎
日
の
習
慣
に
取
り
入
れ

る
こ
と
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
日
常
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
新
商
品
も
充
実
。
な
り
た
い
理
想
や
悩
み
に

合
わ
せ
て
選
べ
る
商
品
を
多
数
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

し
ま
し
た
。

①Pow
er of color

〜
色
の
ち
か
ら
〜

②Bright and Clear

〜
艶
と
透
明
感
〜

③Parts beauty

〜
こ
だ
わ
り
美
容
〜

④Positive routine

〜
前
向
き
な
習
慣
づ
く
り
〜

と
い
う
4
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
も
と
に
、ロ
フ
ト

先
行
販
売
品
や
販
路
限
定
商
品
、お
す
す
め
ア
イ

テ
ム
を
合
わ
せ
て
92
ブ
ラ
ン
ド
、
全
３
６
３
種

類
を
取
り
揃
え
、人
気
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
の
コ
ラ
ボ
商
品
な
ど
、新
し
い
自
分
の
魅

力
と
出
会
う
コ
ス
メ
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
セ
ブ
ン
銀
行
と
日
本
電
気
㈱
(以
下
、

N
E
C
)が
共
同
開
発
し
た
新
型
A
T
M
が
、

2
0
2
2
年
度
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
今
回
受
賞
し
た
新
型
A
T
M
は
、
顔

認
証
に
よ
る
本
人
確
認
や
Q
R
コ
ー
ド
※
の
読

み
取
り
な
ど
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る

サ
ー
ビ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
機
能

を
拡
充
し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
者
や

利
用
シ
ー
ン
を
想
定
し
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
れ

な
い
」
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
安

全
性
や
操
作
性
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
追
求
し
た
新
し
い
時
代

の
A
T
M
で
す
。
今
回
の
受
賞
で
は
、
ユ
ー
ザ

ー
の
立
場
に
立
っ
た
デ
ザ
イ
ン
を
総
合
的
に
実

現
し
て
い
る
点
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
受
賞
を
励
み
に
、
こ
れ
か
ら
も
セ
ブ

ン
銀
行
と
N
E
C
は
、
A
T
M
を
通
じ
て
安

全
・
安
心
な
生
活
イ
ン
フ
ラ
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
新
し
い
価
値

を
提
供
し
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と
A 

N 

A

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
は
、
２
０
２
２
年
10
月

19
日
か
ら
23
日
に
福
岡
市
で
日
没
後
の
夜
間
飛

行
・
配
送
を
含
め
た
ド
ロ
ー
ン
配
送
サ
ー
ビ
ス

の
実
証
を
実
施
し
ま
し
た
。
日
本
の
ド
ロ
ー
ン

物
流
に
お
い
て
日
没
後
の
夜
間
配
送
サ
ー
ビ
ス

の
実
証
は
初
め
て
の
試
み
で
す
。

　
今
回
は
「
7 

N 

O 

W
」
で
注
文
さ
れ
た
商
品

を
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
福
岡
横
浜
2
丁
目
店
か

ら
能
古
島
内
に
設
置
し
た
5
地
点
の
配
送
先

に
、
日
中
か
ら
日
没
後
の
夜
間
ま
で
ド
ロ
ー
ン

で
即
時
配
送
す
る
サ
ー
ビ
ス
実
証
を
行
い
ま
し

た
。
夜
間
配
送
に
よ
り
、
日
中
、
島
外
へ
働
き

に
出
て
い
る
方
の
夕
方
以
降
の
買
物
な
ど
、
夜

間
帯
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
配
送
先
を
住
宅
地
近
く
に
も
設
定
し
、

お
客
様
の
荷
物
受
け
取
り
の
利
便
性
向
上
を
図

っ
た
ほ
か
、
前
回
の
実
証
で
は
未
実
施
だ
っ
た

「
配
送
料
」「
土
日
配
送
」
の
設
定
も
加
え
、
今

後
の
運
用
を
見
据
え
た

実
証
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
サ
ー
ビ
ス
設
計

に
つ
な
げ
る
と
と
も

に
、
２
０
２
５
年
度
に

実
店
舗
か
ら
離
島
の
お

客
様
へ
の
直
接
配
送
の

サ
ー
ビ
ス
展
開
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

　
ヨ
ー
ク
と
シ
ェ
ル
ガ
ー
デ
ン
は
、
2
0
2
2

年
10
月
21
日
に
『
ヨ
ー
ク
フ
ー
ズ 

w
i
t
h 

ザ
・
ガ
ー
デ
ン
自
由
が
丘 

中
野
店
』
を
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
消
費
の
二
極
化
が
進
む
中
、
シ

ェ
ル
ガ
ー
デ
ン
の
輸
入
・
上
質
商
材
を
組
み
合

わ
せ
、
ヨ
ー
ク
フ
ー
ズ
中
野
店
従
来
の
品
揃
え

を
再
構
築
し
て
い
ま
す
。

　
よ
り
便
利
な
ス
ー
パ
ー
と
し
て
ご
利
用
い
た

だ
く
た
め
、
立
地
特
性
の
分
析
と
近
隣
の
お
客

様
約
1
0
0
0
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

「
お
酒
」
や
「
デ
リ
カ
・
ス
イ
ー
ツ
」
売
場
を
拡

大
。
と
く
に
お
酒
売
場
は
ヨ
ー
ク
過
去
最
大
規

模
の
売
場
ス
ペ
ー
ス
を
取
り
、
シ
ェ
ル
ガ
ー
デ

ン
の
バ
イ
ヤ
ー
セ
レ
ク
ト
の
輸
入
ワ
イ
ン
な
ど

の
品
揃
え
を
拡
充
し
ま
し
た
。
一
方
で
、
毎
日

の
食
事
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
青
果
や
精
肉
、

鮮
魚
は
「
手
作
り
し
た
く
な
る
鮮
度
感
」
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
、
味
と
鮮
度
に
こ
だ
わ
っ
た
商
品

を
日
々
お
値
頃
価
格
で
提
供
。
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

ド
ー
、
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
な
ど
グ
ル
ー
プ
各
社

の
商
品
開
発
力
を
活
か
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

も
多
数
導
入
し
、
さ

ら
な
る
グ
ル
ー
プ
シ

ナ
ジ
ー
の
推
進
で

従
来
の
枠
に
と
ら

わ
れ
な
い
新
た
な
店

舗
モ
デ
ル
に
挑
戦

し
て
い
き
ま
す
。

新
型
A
T
M
が
2
0
2
2
年
度

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞

ヨ
ー
ク
／
シ
ェ
ル
ガ
ー
デ
ン

セ
ブ
ン
銀
行

受 賞

企業情報

10月7日

10月21日

※�

Q
R
コ
ー
ド
は
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登

録
商
標
で
す

『セブンプレミアム フレッシュ
 生アトランティックサーモン』

ASC-C-03754

MSC-C-59602

※�

２
０
２
3
年
1
月
末
時
点

非接触ICの
読み取り機能

金融犯罪行為
を自動で検知

大型
バイザー

高性能
カメラ
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■11 月 25 日（金）

ヨークベニマル
会津坂下店

福島県河沼郡会津坂下町大字気多宮字
柳田990番

■11 月 8 日（火） ■11 月 30 日（水）

アカチャンホンポ
ららぽーと堺店

大阪府堺市美原区黒山22番1号
ららぽーと堺内3階

ヨークフーズ with ザ・ガーデン
自由が丘 西落合店 東京都新宿区西落合1丁目19番7号

■11 月 11 日（金） ■12 月 1 日（木）

ヨークベニマル
浜田店 福島県福島市浜田町11番11号 ヨークベニマル

塩釜舟入店 宮城県塩竈市舟入1丁目6番10号

■11 月 25 日（金） ■2023 年 1 月 17 日（火）

星が丘ロフト 愛知県名古屋市千種区星が丘元町16番50号
星が丘テラスEAST ２・３階

アカチャンホンポ
LaLaport台中店 台中市東區進德路700號 南館3樓

新店情報

専
用
ア
プ
リ
で
新
機
能
を
提
供

新
た
な『
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
』へ

外
国
人
居
住
者
向
け

保
険
商
品
の
取
り
扱
い
開
始

容
器
を
変
更
し

石
油
由
来
原
料
を
削
減

デ
ニ
ー
ズ
の
宅
配
専
門
店
で

「
T
A
B
E
T
E
」の
活
用
を
開
始

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
本

連
盟 

創
立
1
0
0
周
年
記
念

式
典
で
特
別
表
彰

『
障
害
者
雇
用
エ
ク
セ
レ
ン
ト

カ
ン
パ
ニ
ー
賞
』受
賞

食
品
ロ
ス
削
減
の
取
り
組
み

「
て
ま
え
ど
り
」啓
発
活
動
開
始

第
2
回
沖
縄
黒
糖
サ
ミ
ッ
ト
で

『
沖
縄
黒
糖
需
要
拡
大 

大
賞
』受
賞

全
国
の
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
で

「
盲
導
犬
募
金
」を
実
施

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

セ
ブ
ン
銀
行

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
ズ

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
記
念
財
団

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂

企業情報

企業情報社会・環境活動

社会・環境活動

受 賞

受 賞

社会・環境活動

受 賞

社会・環境活動

11月1日

11月2日12月13日

12月23日

11月26日

11月2日

12月1日

11月9日

12月1日〜

　
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
・ 

ジ
ャ
パ
ン
と
富
士
フ

イ
ル
ム
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
㈱
は
、
全

国
の
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
店
舗
に
設
置
し
て
い

る
新
型
の『
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
』
に
11
月
1
日

よ
り
新
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
従
来
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
は
、
コ
ピ
ー
、
ス

キ
ャ
ン
の
ほ
か
に
も
写
真
プ
リ
ン
ト
や
ネ
ッ
ト

プ
リ
ン
ト（
※
1
）、
行
政
証
明
書
の
発
行
、
チ

ケ
ッ
ト
の
購
入
な
ど
、
生
活
の
中
で
よ
り
便
利

に
使
え
る
機
能
を
提
供
し
進
化
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
刷
新
し
た
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
は
、専
用

ア
プ
リ
で
生
成
し
た
Q
R
コ
ー
ド
を
利
用
す
る

こ
と
で
よ
り
簡
単
、ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
プ
リ
ン
ト

が
で
き
ま
す
。写
真
は
L
サ
イ
ズ
に
加
え
て
2
L

サ
イ
ズ
で
の
プ
リ
ン
ト
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ン
テ
ン
ツ
プ
リ
ン
ト
の
紹
介
サ
イ
ト

「
コ
ン
テ
ン
ツ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」（
※
2
）
を
刷
新

し
、
お
客
様
に
と
っ
て
よ
り
使
い
や
す
く
、快
適

な
使
用
環
境
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
セ
ブ
ン
銀
行
は
、
外
国
人
居
住
者
向
け
保
険

商
品
を
取
り
扱
う
㈱
ビ
バ
ビ
ー
ダ
メ
デ
ィ
カ
ル

ラ
イ
フ
(以
下
、
V
M
L
社
)を
子
会
社
化
し
ま

し
た
。
現
在
、
日
本
の
外
国
人
居
住
者
数
は

約
２
８
０
万
人
、
保
険
市
場
の
規
模
は
約

1
3
0
0
億
円
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本

語
で
の
手
続
き
の
煩
雑
さ
や
慣
習
の
違
い
な
ど

の
理
由
に
よ
り
保
険
に
未
加
入
の
外
国
人
が
多

く
、
外
国
人
居
住
者
向
け
保
険
市
場
は
今
後
も

成
長
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
セ
ブ
ン
銀
行
グ
ル
ー
プ
で
は
、「
海
外
送
金
」

「
外
国
人
居
住
者
向
け
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
」な

ど
複
数
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
多
言
語
対
応
の

コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
や
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作
画
面
機
能
も

擁
し
て
い
ま
す
。Ｖ
Ｍ
Ｌ
社

買
収
に
よ
っ
て
保
険
商
品

が
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
に
加
わ

り
、外
国
人
居
住
者
向
け
に

総
合
的
な
金
融
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
可
能
に
な
り
ま
し

た
。今
後
も
両
社
の
持
つ
代

理
店
網
や
顧
客
基
盤
を
ベ

ー
ス
に
、誰
も
が
暮
ら
し
や

す
い
社
会
を
目
指
し
、多
文

化
共
生
の
実
現
に
貢
献
し

て
い
き
ま
す
。

　
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

は
2
0
2
2
年
12
月
上
旬
よ
り
順

次
、
北
海
道
内
の
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
9
9
7

店
舗
※
に
て
、弁
当
や
惣
菜
な
ど
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ー
ド
に
使
用
す
る
容
器
を
、
石

油
由
来
の
素
材
を
削
減
し
た
も
の
に
変
更
す
る

実
証
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
採
用
し
た
容
器
は
、
石
油
由
来
の
イ
ン

ク
や
着
色
剤
を
使
用
し
な
い
た
め
、
白
色
、
も

し
く
は
半
透
明
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
い
容

器
と
な
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削
減
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　
対
象
商
品
は
弁
当
、
麺
類
、
惣
菜
な
ど
の
約

60
ア
イ
テ
ム
。
容
器
本
体
に
加
え
て
、
容
器
の

製
造
工
程
な
ど
に
お
い
て
排
出
さ
れ
る
C
O
2

を
こ
れ
ま
で
の
容
器
と

比
較
し
て
削
減
し
ま

す
。
北
海
道
内
の
店
舗

で
換
算
す
る
と
、
削
減

で
き
る
C
O
2

排
出
量

は
年
間
約
40
ト
ン
の
見

込
み
で
す
。

　
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ

ン
は
今
後
も
C
O
2

排
出
量
削
減
を
目
指

し
、
環
境
負
荷
の
低

減
に
努
め
ま
す
。

　
セ
ブ
ン
&
ア
イ
・
フ
ー
ド
シ
ス
テ

ム
ズ
は
、2
0
2
2
年
12
月
23
日
よ

り
品
川
区
に
あ
る
デ
ニ
ー
ズ
の
宅
配

専
門
店
に
お
い
て
、
フ
ー
ド
ロ
ス
削

減
ア
プ
リ
「
T
A
B
E
T
E
」
を
活

用
し
た
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
店
舗
で
の
受
注
過
多
や
悪
天
候
に

よ
っ
て
配
達
が
困
難
と
な
り
キ
ャ
ン

セ
ル
と
な
っ
た
商
品
を
「
T
A
B
E
T
E
」
で

販
売
し
、
収
益
は
す
べ
て
寄
付
す
る
計
画
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
宅
配
営
業
時
間
外
に
運

営
し
て
い
る
朝
食
バ
イ
キ
ン
グ
に
お
い
て
も
、

消
化
で
き
な
か
っ
た
食
材
を「
T
A
B
E
T
E
」

で
弁
当
と
し
て
販
売
し
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
取

り
組
み
で
、
年
間
約
77
㎏
の
廃
棄
物
を
削
減
す

る
見
込
み
で
す
。

　
宅
配
キ
ャ
ン
セ
ル

商
品
の
取
り
組
み
は
、

レ
ス
ト
ラ
ン
の
デ
ニ

ー
ズ
へ
も
順
次
導
入

を
拡
大
予
定
で
す
。1

店
舗
と
し
て
の
廃
棄

物
削
減
量
は
微
量
で

す
が
、デ
ニ
ー
ズ
全
店

へ
拡
大
す
る
こ
と
で

年
間
約
8
ト
ン
の
食

品
ロ
ス
削
減
に
つ
な

が
る
見
込
み
で
す
。

　
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
記
念
財
団
は
、

2
0
2
2
年
11
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た「
公
益

財
団
法
人
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟 

創
立

1
0
0
周
年
記
念
式
典
」
に
お
い
て
特
別
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
記
念
財
団
は
、
街
の
美

化
を
推
進
す
る
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
の

活
動
に
賛
同
し
、
1
9
9
4
年
よ
り
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。
毎
年
9

月
に
行
わ
れ
る
全
国
一
斉
環
境
美
化
活
動
「
ス

カ
ウ
ト
の
日
」
を
中
心
に
継
続
し
て
取
り
組
み

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
2
0
2
2
年
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟

1
0
0
周
年
記
念
事
業
と
し
て
実
施
し
た
環
境

保
全
活
動
「
プ
ラ
ご
み
バ
ス
タ
ー
ズ
大
作
戦
」

に
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
記
念
財
団
と
し
て
協
賛

し
、
地
域
の
方
々
や
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
よ
る
全
国
各
地
の
清
掃
活
動
を
推
進
し
ま

し
た
。
ま
た
、
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ

ン
の
協
力
の
も
と
、一
部
エ
リ
ア
に
お
い
て
は
、

セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
の
加
盟
店
オ
ー
ナ
ー
・
従

業
員
が
協
働
で
清
掃
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
地
域
社
会
や
未

来
世
代
と
一
体
と
な
っ

て
、
自
然
環
境
保
護
・
保

全
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

は
、
障
が
い
者
雇
用
に
お
い
て
特
色

あ
る
す
ぐ
れ
た
取
り
組
み
を
行
う
企
業
と
し
て
、

『
障
害
者
雇
用
エ
ク
セ
レ
ン
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
賞
』

の
東
京
都
知
事
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
表
彰
で
は
、

直
営
店
舗
で
勤
務
す
る

知
的
障
が
い
が
あ
る
従

業
員
へ
の
独
自
の
支

援
・
教
育
手
法
を
評
価

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
は
食
品
ロ
ス
削

減
の
た
め
、
商
品
を
購
入
す
る
際
に

商
品
棚
の
手
前
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
消
費
期
限

や
賞
味
期
限
が
近
く
な
っ
た
商
品
か
ら
手
に
取

る
「
て
ま
え
ど
り
」
啓
発
活
動
を
、
12
月
１
日

よ
り
全
店
に
拡
大
し
ま
し
た
。
セ
ブ
ン
＆
ア
イ

グ
ル
ー
プ
の
環
境
宣
言
『G

R
E

E
N

 
C

H
A

LLE
N

G
E

 2
0

5
0

』
に
基

づ
き
、
さ
ら
な
る
環
境
負
荷
低
減
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
な
お
、
こ

の
活
動
は
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
な
ど

で
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と
セ
ブ

ン

イ
レ
ブ
ン
・
沖
縄
は
、
沖
縄
県
の
優
良
な

原
材
料
で
あ
る
黒
糖
を
使
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

商
品
を
継
続
し
て
販
売
し
て
き
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
4
月
に
全
国

の
セ
ブ
ン-
イ
レ
ブ
ン
店
舗

で
実
施
し
た〝
沖
縄
フ
ェ
ア
〞

が
、
県
内
外
へ
の
需
要
を
拡

大
し
た
と
評
価
さ
れ
、『
沖
縄

黒
糖
需
要
拡
大 

大
賞
』
を
受

賞
し
ま
し
た
。 

　
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
は
、
2
0
2
2

年
12
月
1
日
か
ら
2
0
2
3
年
2

月
28
日
の
3
カ
月
間
、
全
国
で
盲
導

犬
育
成
事
業
を
行
っ
て
い
る
「
認
定

N
P
O
法
人
全
国
盲
導
犬
施
設
連
合
会
」
に
賛

同
し
、
全
国
の
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
1
2
6
店

舗
※
に
て
募
金
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。お
預

か
り
し
た
募
金
は
盲

導
犬
の
普
及
・
育
成
活

動
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

（Fサイズ）

（PCサイズ）

■手前どりPOP案(郡山市内、山形県内店舗除く全店） 2022.１１.21

＜POPコスト概算＞

◎202店舗（郡山市内・山形県内店舗除く）
　1店舗あたり送付数量
❶FサイズPOP×50枚送付　
(※PP加工有り）11,000枚　＠16　￥176,000-
❷PCサイズPOP×50枚送付
(※PP加工有り）11,000枚　＠15,71　￥172,810-
❸マニュアル作成代

合計　￥358,810-

￥10,000-

手前手前手前から
取ってね にご協力ください。

てまえどり

すぐに
食べるなら

手前手前手前から
取ってね

にご協力ください。
てまえどり
すぐに食べるなら

朝食バイキングで消化できな
かった食材を活用した弁当

容器変更前

商品一例 「ざるそば」

容器変更後

※
2　

�

楽
譜
や
住
宅
地
図
、
芸
能
⼈
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
ブ
ロ
マ
イ
ド
な
ど
、
各
種
コ
ン
テ
ン
ツ
を
そ

の
場
で
選
ん
で
プ
リ
ン
ト
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

※
1　

�

デ
ー
タ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
登
録
す
る
と
、

全
国
の
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
で
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

ト
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

※�

2
0
2
2
年
11
月
末

時
点

※�

2
0
2
2
年
11
月
末
時
点



2.5トン/kg3.2トン/kg4.5トン/kg
5.9トン/kg

20.7トン/kg

牛肉 豚肉 鶏肉 卵 大豆

穀物供給量

（年0.9-1.6%増加予想）

（年 2.
4%

増加
予想
）

タン
パク
質需
要

3.55
億トン

7.48
億トン

2005年 2025-30年 2050年

タ
ン
パ
ク
質
需
要

2021

当
グ
ル
ー
プ
は
２
０
０
０
年
代
か
ら「
大

豆
を
通
じ
て
食
糧
や
環
境
問
題
を
解
決
す

る
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、
大
豆
製
品
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
知
見
と
技
術
力

が
あ
り
ま
す
。
ゼ
ロ
ミ
ー
ト
製
品
で
は
２

０
１
８
年
11
月
に
市
販
製
品
を
発
売
、
そ

の
普
及
の
た
め
に
外
食
産
業
様
向
け
の
製

品
開
発
に
着
手
し
ま
し
た
。
ビ
ー
ガ
ン
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
は
な
く
デ
ニ
ー
ズ
様
と

パ
ー
ト
ナ
ー
を
組
ん
だ
の
は
、「
普
段
の
食

事
に
取
り
入
れ
て
い
た
だ
く
」
と
い
う
目

標
に
向
け
、
よ
り
多
く
の
方
に
届
け
た
い

と
考
え
た
か
ら
で
す
。
開
発
過
程
で
は
、

既
存
の
肉
の
パ
テ
を
手
で
ほ
ぐ
し
た
り
旨

味
を
分
析
し
た
り
、
リ
バ
ー
ス
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
※
の
手
法
で
味
や
食
感
を
追
求
。

今
後
も
常
に
最
新
技
術
を
取
り
入
れ
る
な

ど
工
夫
を
重
ね
、
デ
ニ
ー
ズ
様
の
全
ハ
ン

バ
ー
グ
メ
ニ
ュ
ー
を
大
豆
ミ
ー
ト
に
置
き
換

え
が
可
能
な
製
品
開
発
を
目
指
し
ま
す
。

当
社
は
食
肉
専
門
の
商
社
で
す
が
、
将

来
的
に
肉
だ
け
で
は
タ
ン
パ
ク
質
源
が
足

り
な
く
な
る
と
い
う
危
機
感
の
も
と
、大

塚
食
品
様
と
と
も
に
お
客
様
に
支
持
し
て

い
た
だ
け
る
大
豆
ミ
ー
ト
の
開
発
を
進
め

て
き
ま
し
た
。当
社
は
デ
ニ
ー
ズ
様
と
ハ

ン
バ
ー
グ
の
パ
テ
な
ど
の
肉
メ
ニ
ュ
ー
を

長
年
と
も
に
開
発
し
て
き
た
経
緯
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
開
発
現
場
で
あ
る
加
工

工
場
の
意
識
は
高
く
、今
回
の
ゼ
ロ
ミ
ー

ト
ハ
ン
バ
ー
グ
の
製
造
に
際
し
て
は
、「
動

物
性
原
材
料
の
混
入
を
避
け
る
た
め
、使

用
備
品
を
色
分
け
し
、食
肉
加
工
ラ
イ
ン

と
完
全
分
離
」
を
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
後
大
豆
ミ
ー
ト
が
、
牛
・
豚
・
鶏

に
次
ぐ
、
タ
ン
パ
ク
質
源
の
新
し
い
カ
テ

ゴ
リ
ー
の
一
つ
と
し
て
認
識
が
広
が
る
よ

う
な
潮
流
を
デ
ニ
ー
ズ
様
と
一
緒
に
つ
く

る
こ
と
を
目
標
と
し
、
よ
り
良
い
製
品
の

開
発
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

多
様
化
す
る
食
生
活
や
健
康
志
向
の
高

ま
り
と
と
も
に
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
配
慮
や

体
へ
の
気
づ
か
い
を
重
要
視
す
る
ニ
ー
ズ
に

お
応
え
す
る
た
め
、
デ
ニ
ー
ズ
で
は「
畑
の

お
肉
」と
も
い
わ
れ
て
い
る
大
豆
ミ
ー
ト
を

使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
21
年
5
月
か
ら
首

都
圏
で
販
売
を
開
始
。22
年
3
月
よ
り
全
店

舗
に
拡
大
し
、同
年
9
月
か
ら
は
一
部
の
ハ

ン
バ
ー
グ
メ
ニ
ュ
ー
の
パ
テ
を
大
豆
ミ
ー
ト

へ
変
更
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

昨
今
、
世
界
的
な
人
口
増
加
に
よ
る「
タ

ン
パ
ク
質
危
機
」
や
「
畜
産
に
お
け
る
環
境

課
題
」（
次
ペ
ー
ジ
図
参
照
）
な
ど
、
人
類

の
生
存
に
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
栄
養

素
の
一
つ
で
あ
る
「
タ
ン
パ
ク
質
」
を
取
り

巻
く
問
題
は
、
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、現
状
打
破
の
一
手
と
し
て
デ

ニ
ー
ズ
で
提
供
す
る
ハ
ン
バ
ー
グ
の
パ
テ

を
、大
豆
を
使
用
し
た
代
替
肉
に
置
き
換
え

る
こ
と
で
、お
い
し
さ
や
健
康
面
は
も
ち
ろ

ん
、
環
境
に
配
慮
し
た
「
エ
シ
カ
ル
な
消

費
」
に
も
つ
な
げ
ら
れ
る
の
で
は
と
考
え
、

商
品
開
発
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

一
方
で
、国
内
で
は
大
豆
ミ
ー
ト
の
普
及

に
年
数
を
要
し
て
お
り
、ス
ー
パ
ー
な
ど
で

の
取
り
扱
い
も
発
展
途
上
の
た
め
、大
半
の

方
が
ま
だ
食
べ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
の
が

実
状
で
す
。
デ
ニ
ー
ズ
で
は
、
こ
う
し
た
現

状
か
ら
、ま
ず
は
調
理
さ
れ
た
食
材
と
し
て

提
供
し
、大
豆
ミ
ー
ト
を
気
軽
に
試
す
こ
と

が
で
き
る
機
会
を
創
出
、認
知
度
を
高
め
る

こ
と
で
、新
た
な
市
場
の
創
造
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

食
べ
て
お
い
し
く
な
け
れ
ば
日
常
的
な
選

択
肢
に
な
り
得
な
い
た
め
、開
発
に
際
し
て

は
味
も
重
視
。大
豆
ミ
ー
ト
を
完
成
さ
れ
た

「
メ
ニ
ュ
ー
」
と
し
て
提
供
す
る
外
食
産
業

に
お
い
て
、ソ
ー
ス
と
の
相
性
な
ど
市
販
品

と
は
異
な
る
難
題
に
妥
協
な
く
挑
ん
で
く
だ

さ
っ
た
の
が
、大
塚
食
品
様
と
ス
タ
ー
ゼ
ン

様
の
チ
ー
ム
で
す
。
両
社
の「
デ
ニ
ー
ズ
の

味
と
品
質
」へ
の
深
い
ご
理
解
と
、
高
い
技

術
力
が
結
実
し
た
の
が
、「
生
の
パ
テ
を
店

舗
で
焼
い
て
仕
上
げ
る
」
と
い
う
現
在
の

形
。こ
れ
に
よ
り
動
物
性
原
材
料
不
使
用
を

貫
き
つ
つ
、で
き
立
て
な
ら
で
は
の
香
ば
し

さ
や
お
い
し
さ
を
実
現
す
る
「
ゼ
ロ
ミ
ー

ト
」と
い
う
わ
か
り
や
す
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
信
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
食
の
新
た
な
選
択
肢
を
提

示
し
つ
つ
、今
後
の
地
球
環
境
や
世
界
情
勢

の
変
化
を
ふ
ま
え
、お
客
様
と
と
も
に
さ
ら

に
で
き
る
こ
と
を
探
し
て
い
き
ま
す
。

お
い
し
い「
ゼ
ロ
ミ
ー
ト
」の
提
案
で

新
た
な
食
の
選
択
肢
を
定
着
さ
せ
る

世界で問題視されている「タンパク質危機」とは？

畜産における環境課題

国連の人口予測によれば、世界の人口は2030年には85億人、
2050年には97億人になるとされています。こうした中で問
題視されているのが食糧不足、とくにタンパク質の不足です。
現在、タンパク質の摂取源はその多くを食肉に依存していま
すが、食肉の生産には、大量の水や穀物、土地を必要としま
す。将来的には、こうした資源の不足から、食肉によって全人
口に必要なタンパク質を確保するのは難しくなるとされ、タ
ンパク質の需給バランスが崩れる「タンパク質危機」が起こ
るといわれています。

牛から発されるゲップ（メタン）は、二酸化炭素の約25倍の温
室効果があるといわれています。2018年度の日本の農林水産
分野の温室効果ガス排出量は、約5,000万トン。そのうち牛の
ゲップや家畜排せつ物関連から発生する温室効果ガスは、約
1,370万トンと全体の約3割を占めています。また、牛肉1kg
を生産するには約20.7トンの水が必要とされています。これ
に対し、大豆1kgを生産するのに必要な水は約2.5トンと牛肉
の約8分の1となり、豚肉や鶏肉と比較しても約半分。少ない
水資源でより効率的に生産できるのです。

パパーートナトナーー
企業とともに企業とともに

大
塚
食
品
株
式
会
社

琵
琶
湖
研
究
所　

プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
フ
ー
ド
開
発
室　

室
長

ス
タ
ー
ゼ
ン
株
式
会
社

営
業
本
部
F
S
統
括
部　

第
1
営
業
部　

第
1
営
業
グ

ル
ー
プ　

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

竹
村 

和
志  

氏

宮
崎 

健
司  
氏

▼ 大豆ミートのメニューはこちらをご覧ください。

タンパク質の需要と供給

タンパク質を多く含む食品の生産に伴う水消費量

出典：東京大学 生産技術研究所 沖研究室

参考：日本経済新聞

大豆の生産時の 
水消費量
牛肉の

約8分の1

※ 既存の製品を分解するなどして構造を分析し、仕組みや製造方法などを知る手法のこと

デ
ニ
ー
ズ

大
豆
ミ
ー
ト
ハ
ン
バ
ー
グ

お
い
し
い
、
健
康
、
環
境
に
も
や
さ
し
い
食
の
新
た
な

選
択
肢
に
向
け
た
大
豆
ミ
ー
ト
市
場
創
造
へ
の
挑
戦

早ければ2025～2030年にも、
食料消費（構造）の強制的な変化が
始まると予測している

おろしハンバーグをはじめ定番の
ハンバーグメニューを＋100円
（税込）※で大豆ミートハンバーグ
に変更が可能
※2023年3月7日以降

大
豆
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

と
し
て
の
技
術
力
で
普
段
の
食
事
に

プ
ラ
ス
の
選
択
肢
を

長
年
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
創
造
す
る

支
持
さ
れ
続
け
る
味
と
品
質



セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン

有
明
海
が
育
て
た
極
上
の
海
苔

九
州
有
明
海
産
焼
海
苔
使
用

手
巻
お
に
ぎ
り

佐賀県佐賀市と福岡県大川市をつ
なぐ、筑後川昇開橋は、昭和10年に
完成した昇開式可動橋。現在は国
指定重要文化財、機械遺産に認定
されています。

佐賀県佐賀市

機械を通し異物が発見された海苔は、完全
に異物が除去されるまで、繰り返し品質
チェックを行います。

完成した海苔は等級格付検査を
受け、セブン‐イレブンの基準
に合った海苔が「手巻おにぎり」
に使われます。

海苔漁師歴50年の西久保さん。品質チェックを行うのは、奥
さんと家業を継いだ息子さん夫妻。さらにお孫さんもこの仕
事を継いでおり、西久保さんは「家族で海苔づくりができるの
は幸せだ」と話してくれました。

小船に海苔がいっぱいになったら、漁船の船底のいけすに海水ごと
うつしていきます。この作業を何回も繰り返します。

加工場に運ばれた海苔は、異物を除去してから真水で洗浄後、成型し、
乾燥させます。

夜明けの有明海。整然と海苔の支柱が並ぶさま
は、まさに海の畑です。

2223

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
の
手
巻
お
に
ぎ
り
に
使
わ
れ
て
い
る
九
州
有
明
海
産
焼
海
苔

は
、
日
本
一
の
生
産
量
を
誇
る
佐
賀
県
有
明
海
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
に
ぎ
り
の
味
を
引
き
立
て
る
、
お
い
し
い
海
苔
は
ど
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。海
苔
づ
く
り
の
こ
だ
わ
り
を
知
る
た
め
、有
明
海
を
訪
ね
ま
し
た
。

海苔のおいしさが際立つセブン‐イレブンの手
巻おにぎりは全国で発売中。

支柱の間に渡された網を小船ですくいあげ、そこについている海苔を機械で摘み取っていきます。作業
は網が海中に没する夜間の満潮時に行います。秋から冬の冷たい海での作業です。

こだわりの産地を訪ねて
「海のマジックの巻」の
ムービーはこちら

　
夜
8
時
。
真
っ
暗
な
有
明
海
を
船
で
進
む

と
、
夜
空
に
は
た
く
さ
ん
の
星
が
瞬
い
て
い

ま
す
。
目
を
転
じ
る
と
、
海
の
上
に
も
た
く

さ
ん
の
光
が
。
ま
る
で
星
が
降
り
て
き
た
よ

う
な
こ
の
光
は
、
漁
師
た
ち
が
海
苔
を
摘
み

取
る
漁
船
の
明
か
り
で
す
。

　
11
月
下
旬
か
ら
3
月
ま
で
続
く
摘
み
取
り

作
業
は
、
そ
の
日
夜
間
の
満
潮
時
刻
に
合
わ

せ
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
海
面
に
は
、
生
産
者
が
毎
年
建
て
こ
む
無

数
の
支
柱
が
突
き
出
て
い
ま
す
。
こ
の
支
柱

の
間
に
張
ら
れ
た
網
に
、
海
苔
が
育
っ
て
い

る
の
で
す
。
漁
船
か
ら
小
船
を
お
ろ
す
と
、

り
ま
す
。

　
佐
賀
県
有
明
海
漁
業
協
同
組
合
代
表
理
事

組
合
長
の
西
久
保 

敏
さ
ん
が
家
族
で
営
む

加
工
場
を
訪
ね
る
と
、
先
ほ
ど
海
で
摘
ん
で

き
た
海
苔
が
も
う
タ
ン
ク
の
中
で
か
く
は
ん

さ
れ
て
い
ま
す
。
加
工
場
の
中
は
機
械
化
さ

れ
、海
水
に
混
じ
っ
た
海
苔
が
徐
々
に
成
型
。

さ
っ
き
ま
で
海
で
生
き
て
い
た
も
の
が
、
数

時
間
後
に
は
も
う
見
慣
れ
た
１
枚
に
な
っ
て

い
る
ス
ピ
ー
ド
に
驚
き
ま
し
た
。

　
西
久
保
さ
ん
に
有
明
海
の
海
苔
の
お
い
し

さ
の
秘
密
を
う
か
が
う
と
、
こ
の
海
の
存
在

そ
の
も
の
が
大
き
い
と
話
し
ま
す
。

 

「
有
明
海
は
満
潮
と
干
潮
の
差
が
最
大
６ 

メ
ー
ト
ル
も
あ
る
、
世
界
で
も
稀
有
な
海
。

こ
の
干
満
の
差
を
利
用
し
て
い
る
の
が
、
有

明
海
の
海
苔
づ
く
り
で
す
」

　
毎
日
２
回
あ
る
干
潮
時
に
は
、
海
苔
の
網

漁
師
２
人
が
小
船
に
座
っ
て
船
を
進
め
、
海

中
に
沈
ん
で
い
る
海
苔
が
伸
び
た
網
を
機
械

で
巻
き
取
り
な
が
ら
摘
み
取
っ
て
い
き
ま
す
。

一
つ
の
区
画
が
終
わ
っ
た
ら
、
隣
の
網
へ
。

小
船
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
ら
、
漁
船
に
戻

っ
て
船
底
の
い
け
す
に
流
し
込
み
、
養
殖
場

に
戻
り
ま
す
。
冬
の
有
明
海
の
身
を
引
き
裂

か
れ
る
よ
う
な
凍
え
る
寒
さ
の
中
、
摘
み
取

り
は
繰
り
返
し
続
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
は
ま
る
で
海
の
畑
。
野
菜
や
果
物
は

収
穫
後
、
集
荷
場
に
運
ば
れ
ま
す
が
、
海
苔

の
場
合
は
加
工
作
業
が
待
っ
て
い
ま
す
。
摘

み
取
っ
た
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
加
工
す
る

こ
と
が
、
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
の
お
い
し
い

海
苔
づ
く
り
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
海
苔
加

工
場
の
作
業
は
、
摘
み
取
り
後
す
ぐ
に
始
ま

が
完
全
に
海
面
か
ら
出
て
干
上
が
り
ま
す
。

海
苔
が
昼
間
の
干
潮
時
に
光
合
成
を
行
い
、

ア
ミ
ノ
酸
が
凝
縮
さ
れ
る
こ
と
が
、
旨
味
の

も
と
。
こ
の
た
め
、
漁
師
た
ち
は
毎
日
干
潮

時
に
船
を
出
し
、
海
か
ら
出
た
海
苔
を
さ
わ

っ
て
生
育
具
合
を
確
認
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
お
い
し
い
海
苔
づ
く
り
で
は
、わ
ず
か
な
塩

味
に
こ
だ
わ
り
、
海
苔
の
甘
味
を
最
大
限
に

活
か
す
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
」

　
西
久
保
さ
ん
は
、
自
然
の
恵
み
を
利
用
す

る
ほ
か
に
機
械
で
は
な
し
得
な
い
、
人
の
手

だ
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
る
こ
だ
わ
り
を
加
え

て
い
る
こ
と
も
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
海
苔
は
有
明
海
と
い
う
豊
か
な
海
の
畑

で
、
一
枚
一
枚
丹
精
こ
め
て
育
て
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
が
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
の
お

に
ぎ
り
の
お
い
し
さ
を
際
立
た
せ
て
い
る
こ

と
は
、
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

有
明
海
の
干
満
の
差
が

お
い
し
い
海
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を
生
む



国内コンビニエンスストア事業

百貨店・専門店事業

海外コンビニエンスストア事業

スーパーストア事業

金融関連事業
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セブン銀行
当第3四半期末時点の国内ATM設置台数は26,660台（前連結会計年度末差466台
増）となりました。また、各種キャッシュレス決済にともなう現金チャージおよび
預貯金金融機関の取り引きが持ち直したことにより、1日1台当たりのATM平均
利用件数は100.4件（前年同期差4.1件増）となり、ATM総利用件数は前年を上回り
ました。

2023年2月期 第3四半期 決算概況

国内外コンビニエンスストア事業が牽引し
各段階利益において過去最高を達成

セブン‐イレブン・ジャパン　営業利益前期差：+85億円　
［ 主な増減要因 ］ 収入+54億円、荒利率+30億円、販売管理費+1.2億円
目的の商品をお求めにご来店されるお客様の増加を目指し、高付加価値商品の品揃え
拡充や取り扱いアイテム数の増加を図る売場レイアウト変更、イベント感を演出する
販売促進の３つの施策を融合させた取り組みを継続して推進し、チェーン全店売上
は3兆8,834億60百万円（前年同期比103.8％）となりました。水道光熱費増加にも
かかわらず営業利益は1,856億49百万円（同104.8％）となりました。

7-Eleven, Inc.　営業利益前期差：+1,386億円(うち為替影響：+469億円)　
［ 主な増減要因 ］ 収入+2,632億円、荒利率+1,780億円、販売管理費 −3,027億円
労働力不足などの問題が顕在化する中で安定した店舗運営に努め、フレッシュフード
などの差別化商品の品揃え拡充やデリバリーサービス「7NOW」の取り組みを推進
しました。また、2021年5月に取得したSpeedway事業との統合に関するプロセス
は順調に進捗しており、シナジー発現は当連結会計年度で見込んでいた450百万米
ドルを大幅に上回るペースで推移しています。これらの結果、チェーン全店売上は
7兆7,965億87百万円（前年同期比174.7％）と大きく伸長し、営業利益は3,057億
65百万円（同182.9%）となりました。

イトーヨーカ堂　営業利益前期差： −31億円
［ 主な増減要因 ］ 収入 −610億円、営業総利益率+583億円、販売管理費 −4.0億円

コロナ禍以降好調に推移してきた食品売上が減少に転じたことを主因に既存店売上
は前年を下回りましたが、2022年3月1日付のライフフーズの合併効果などにより
荒利率が改善し、営業利益は119億99百万円（前年同期比112.7％）となりました。

ヨークベニマル　営業利益前期差：+13億円　
［ 主な増減要因 ］ 収入+25億円、荒利率+158億円、販売管理費 −170億円

前年の営業時間短縮や入店者数制限の反動によりテナント含む既存店売上は前年
を上回りましたが、食品の荒利率悪化・水道光熱費増加などにより営業損失は56億
17百万円（前年同期は24億65百万円の営業損失）となりました。

セブン＆アイ・フードシステムズ

そごう・西武　営業利益前期差：+50億円
［ 主な増減要因 ］ 収入+62億円、荒利率+1.0億円、販売管理費 −12億円
前年の営業制限の反動による衣料品売上の回復やラグジュアリーブランド品の好調
を主因に既存店売上は前年を上回りましたが、販売管理費の増加を吸収しきれず
営業損失は13億3百万円（前年同期は63億61百万円の営業損失）となりました。

外食ニーズの回復などにより業績は改善傾向にあるものの黒字化にはいたらず、営業
損失は2億4百万円(前年同期は30億40百万円の営業損失)となりました。

2023年2月期 第3四半期決算の詳細は、
セブン ＆ アイHLDGS.  WEBサイト「IR資料室」へ

主な事業セグメント別営業利益 連 結 業 績
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ア
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の
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調
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ど
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方

修
正
し
ま
し
た
。

2023年2月期連結業績予想（1月12日修正） 

グループ売上 ： 17兆8,290億円＊ （伸び率+25.2%、修正額+1,440億円）
＊セブン‐イレブン・ジャパン、セブン‐イレブン・沖縄および 7-Eleven, Inc.における加盟店売上を含みます。
注）1. 為替換算レートの変更はありません。：U. S. $1=131.00円 1元=19.00円 
2. 2022年11月11日に発表した、そごう・西武株式売却に係る財務数値への影響は含みません。

（ 2022年3月1日～2022年11月30日 ） 

 金額 伸び率 修正額

総額営業収益（参考値） 12兆4,980億円 +42.8% +1,330億円
営業収益 11兆8,120億円 +35.0% +1,660億円
営業利益 5,000億円 +29.0% +230億円
経常利益 4,675億円 +30.4% +251億円
親会社株主に帰属する
当期純利益 2,800億円 +32.8% +160億円

注）2023年2月期より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年3月31日）等を適用しています。　
なお、従前の計上方法による営業収益である総額営業収益(参考値)は9兆3,194億円(伸び率+51.5%)であります。
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